
琵
琶
湖
の
自
然
環
境
か
ら
み
た
中
世
堅
田
の
善
悪
活
動

36 （650）

佐

野

静

代

【
要
約
】
　
本
稿
で
は
講
社
御
厨
で
あ
っ
た
近
江
国
堅
田
に
つ
い
て
、
そ
の
中
世
前
期
に
お
け
る
漁
携
活
動
の
実
態
を
琵
琶
湖
の
自
然
環
境
の
視
点
か
ら
解

明
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
具
体
的
に
は
、
水
深
一
〇
〇
m
に
も
及
ぶ
琵
琶
湖
の
湖
底
地
形
お
よ
び
魚
類
の
生
態
行
動
と
、
堅
田
の
漁
掛
技
術
段
階
と
を
照

合
し
、
中
世
葡
期
の
堅
田
の
沖
合
域
で
の
漁
法
と
そ
の
利
胴
可
能
水
深
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。

　
本
稿
で
は
、
音
羽
庄
や
菅
浦
と
堅
田
と
の
漁
業
相
論
に
つ
い
て
分
析
し
、
堅
田
が
中
世
前
期
か
ら
小
糸
網
と
い
う
独
自
の
技
術
に
よ
っ
て
、
稀
少
な
秋

冬
期
の
フ
ナ
を
漁
獲
し
え
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
堅
田
は
、
よ
り
深
い
水
域
で
の
操
業
が
可
能
な
延
縄
漁
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一

般
夢
合
た
ち
の
及
ば
な
い
沖
合
域
で
産
卵
期
以
外
に
も
魚
類
を
沖
取
り
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
中
世
前
期
以
来
、
堅
田
の
み
が
保
持
し
た
こ

れ
ら
技
術
上
の
優
位
性
に
注
目
す
れ
ば
、
粟
津
・
菅
浦
な
ど
他
の
供
御
入
に
比
し
て
堅
田
の
み
が
琵
琶
湖
漁
業
に
お
い
て
突
出
し
た
地
位
を
持
ち
え
た
背

景
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
六
巻
五
号
　
二
〇
【
三
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

1
　
本
稿
の
目
的

古
代
・
中
世
の
紅
皿
御
厨
で
あ
り
、
ま
た
近
世
に
は
「
諸
浦
の
親
郷
偏
と
し
て
琵
琶
湖
の
湖
上
特
権
を
手
中
に
し
た
近
江
国
堅
田
は
、
こ
れ

ま
で
長
年
に
わ
た
っ
て
多
く
の
研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
き
た
。
堅
田
研
究
の
論
点
は
、
漁
携
・
舟
運
・
惣
村
二
向
一
揆
・
宮
座
な
ど
多
岐
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①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
そ
の
蟷
矢
と
な
っ
た
の
は
戦
前
の
喜
多
村
俊
夫
の
漁
業
史
研
究
で
あ
る
。
こ
の
漁
業
史
研
究
は
、
戦
後
の
一
九
五
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
④

代
半
ば
に
羽
原
又
吉
・
伊
賀
敏
郎
ら
に
よ
っ
て
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
が
、
そ
の
後
堅
田
研
究
の
～
向
一
揆
論
へ
の
シ
フ
ト
に
伴
っ
て
、
い
っ
た
ん

は
下
火
と
な
っ
た
。
し
か
し
や
が
て
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
○
年
代
に
か
け
て
、
網
野
善
彦
の
「
海
民
」
論
と
し
て
結
実
し
た
こ
と
は
よ
く
知

　
　
　
　
⑥

ら
れ
て
い
る
。
網
野
は
鴨
社
供
御
人
に
由
来
す
る
特
権
的
な
堅
田
漁
携
民
の
姿
を
提
示
し
、
そ
れ
を
重
要
な
～
類
型
と
し
て
日
本
中
世
の
「
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

民
」
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
網
野
以
降
、
堅
田
の
漁
業
史
研
究
に
は
際
立
っ
た
進
展
は
み
ら
れ
ず
、
中
世
堅
田
の
漁
掛
に
つ
い
て
は
議
論
が
尽
く
さ
れ
た
感
が
あ
っ
た
が
、

し
か
し
近
年
、
橋
本
道
範
に
よ
り
網
野
の
見
解
に
反
論
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
誤
認
し
た
い
。
橋
本
は
網
野
の
史
料
解
釈
を
批
判
し
、
そ
の
「
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

民
」
論
は
「
『
海
民
隔
の
一
方
的
主
張
」
に
依
拠
し
た
「
偏
っ
た
議
論
」
で
あ
る
と
し
て
、
む
し
ろ
中
世
前
期
の
堅
田
は
漁
携
特
権
を
貫
徹
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

え
な
い
「
脆
弱
な
漁
携
集
団
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
両
者
の
見
解
で
あ
る
が
、
し
か
し
筆
者
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
は
共
通
す
る
一
つ
の
問
題
点
が
あ
る
と

考
え
る
。
そ
れ
は
、
漁
掛
活
動
の
規
定
要
閣
と
な
る
琵
琶
湖
の
自
然
条
件
が
十
分
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
橋
本
は
、

網
野
の
研
究
を
水
辺
の
自
然
的
特
質
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
視
点
が
乏
し
い
と
批
判
す
る
が
、
し
か
し
「
歴
然
環
境
要
因
を
組
み
込
ん
だ
生
業

　
　
　
⑩

論
の
構
築
」
を
志
す
橋
本
に
あ
っ
て
も
、
琵
琶
湖
独
自
の
湖
底
地
形
な
ど
、
漁
携
活
動
を
規
定
す
る
自
然
環
境
へ
の
配
慮
は
十
分
と
は
い
い
が

た
い
。

　
史
料
的
制
約
の
な
か
に
あ
っ
て
中
世
の
甘
露
実
態
を
理
解
す
る
に
は
、
自
然
条
件
と
の
照
合
に
よ
っ
て
史
料
の
読
み
解
き
を
さ
ら
に
深
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
琵
琶
湖
は
日
本
の
他
の
湖
沼
と
は
異
な
り
、
四
〇
〇
万
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
「
古
代
湖
」
で
あ
り
、
そ
こ
で

発
達
し
た
固
有
種
は
重
要
な
漁
獲
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
断
層
を
主
成
因
と
す
る
構
造
湖
と
し
て
一
〇
〇
m
に
も
及
ぶ
水
深
を
持
ち
、

そ
の
多
様
な
湖
底
地
形
は
固
有
種
の
重
要
な
生
活
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
琵
琶
湖
の
地
形
条
件
と
生
息
魚
種
の
生
態
行

動
を
考
慮
し
た
上
で
、
各
時
代
の
漁
携
技
術
段
階
を
復
原
し
、
中
世
の
琵
琶
湖
漁
業
に
お
け
る
堅
田
の
位
置
づ
け
を
解
明
し
た
い
。

37　（651）



　
そ
こ
で
は
他
の
御
厨
の
供
御
人
と
の
関
係
も
焦
点
と
な
る
。
近
世
堅
田
の
湖
上
特
権
が
古
代
中
世
の
鴨
社
御
厨
に
起
源
を
持
つ
こ
と
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

て
は
す
で
に
多
く
の
指
摘
が
あ
る
が
、
し
か
し
中
世
の
琵
琶
湖
岸
に
は
粟
津
橋
本
や
菅
浦
な
ど
、
他
に
も
有
力
な
御
厨
・
供
御
人
ら
が
存
在
し

た
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
独
り
堅
田
の
み
が
近
世
ま
で
強
い
湖
上
権
益
を
保
持
し
え
た
理
由
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
十
分
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
こ
の
点
も
本
稿
の
重
要
な
論
点
と
な
る
。

38　（652）

2
　
堅
田
の
地
域
概
要

　
堅
田
は
琵
琶
湖
の
西
岸
に
位
置
す
る
が
、
そ
の
地
は
東
岸
か
ら
野
洲
川
デ
ル
タ
が
せ
り
出
し
て
形
成
さ
れ
た
琵
琶
湖
の
最
狭
部
に
あ
た
る
。

こ
の
最
狭
部
以
北
の
湖
水
域
は
「
北
湖
」
、
以
南
の
水
域
は
「
南
湖
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
南
湖
に
は
大
津
や
坂
本
が
位
置
し
、
ま
た
北
湖
に

は
日
本
海
や
東
山
道
か
ら
の
物
資
の
積
み
替
え
港
た
る
塩
津
や
朝
妻
な
ど
の
諸
藩
が
控
え
て
い
る
。
堅
田
は
そ
の
立
地
を
生
か
し
て
、
南
湖
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

北
湖
と
の
間
を
往
来
す
る
船
か
ら
勘
過
料
を
徴
収
し
、
ま
た
上
乗
権
に
よ
っ
て
巨
大
な
利
益
を
得
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
堅
田
の
文
献
上
の
初
見
も
こ
の
湖
上
交
通
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
永
承
六
年
（
一
〇
五
～
）
、
愛
土
庄
か
ら
の
地
子
米
輸
送
に
際
し
て
「
堅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

田
渡
　
酒
直
｝
斗
五
升
」
と
あ
り
、
す
で
に
こ
の
時
期
に
通
行
料
が
徴
収
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
一
方
、
漁
首
罪
と
し
て
の
姿
が
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

め
て
確
認
さ
れ
る
の
も
、
同
じ
一
一
世
紀
、
寛
治
四
年
（
～
〇
九
〇
）
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
こ
れ
以
前
か
ら
「
堅
田
御
厨
網
人
」
と
し
て

他
役
を
免
ぜ
ら
れ
、
「
堅
田
網
二
帖
」
を
も
っ
て
導
車
に
毎
日
御
膳
料
の
鮮
魚
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
漁
場
は
高
島
郡
の
安
曇
川
ま
で
及
ん
だ

と
い
う
。

　
こ
こ
で
「
網
人
」
の
呼
称
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
堅
田
は
古
代
か
ら
網
漁
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
六
世
紀
初
頭
の
『
閑
吟
集
』
に

も
「
人
の
心
と
堅
田
の
網
と
は
　
夜
こ
そ
引
き
よ
け
れ
　
夜
こ
そ
好
け
れ
」
と
あ
り
、
中
世
段
階
で
も
網
漁
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

た
だ
し
古
代
申
世
の
堅
田
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
網
を
用
い
て
い
た
の
か
、
そ
の
漁
法
の
詳
細
ま
で
明
記
す
る
史
料
は
な
い
。
堅
田
の
置
引

技
術
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
下
っ
て
近
世
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
よ
っ
て
本
節
で
は
ま
ず
こ
の
近
世
初
期
の
堅
田
の
漁
法
に
つ
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い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
近
世
の
堅
田
は
「
堅
田
四
方
」
と
呼
ば
れ
る
四
つ
の
居
住
区
域
（
堀
で
画
さ
れ
た
吊
切
扁
と
呼
ば
れ
る
地
域
単
位
）
に
分
か
れ
て
お
り
、
廻
船
と

農
業
を
主
業
と
す
る
「
宮
ノ
切
偏
（
北
ノ
切
・
痛
切
と
も
い
う
）
を
除
い
て
、
残
る
三
つ
の
「
切
」
が
漁
掛
に
従
事
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
「
切
」

ご
と
に
漁
法
を
異
に
し
て
い
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
、
「
西
ノ
切
」
で
は
大
網
（
大
地
引
網
）
・
小
糸
網
（
刺
網
）
が
、
「
東
ノ
切
」
で
は
伊
崎
立

場
（
琵
琶
湖
東
岸
の
漁
場
）
で
の
葭
巻
網
と
小
糸
網
が
、
そ
し
て
「
今
堅
田
」
（
小
番
城
・
釣
猟
師
と
も
呼
ば
れ
る
）
で
は
流
し
釣
（
延
縄
漁
）
が
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
各
漁
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
二
章
以
下
で
詳
述
す
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
こ
れ
ら
堅
田
四
方
の
成
立
は
中
世
に
遡
り
、
一
四
世
紀
に
は
す
で
に
そ
の
原
型
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
瀬
切
の
漁
法
自
体
も
同
じ
く
中
世
ま
で
遡
る
か
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
中
世
段
階
で
の
堅
田
網
人
の
漁
法
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
従
来
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
の
検
討
を
試
み
た
い
。
そ
れ
は
中
世
堅
田
の
捕
獲
対
象
魚
種
か
ら
の
考
察
で
あ
る
。
魚

類
の
生
態
は
中
世
以
前
に
も
遡
及
可
能
で
あ
り
、
魚
種
ご
と
の
生
活
史
・
場
所
利
用
と
湖
底
地
形
を
照
合
す
れ
ば
、
捕
獲
可
能
な
漁
携
技
術
段

階
が
お
の
ず
と
見
え
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
次
節
以
下
に
そ
の
詳
細
を
示
し
た
い
。

①
中
世
の
堅
田
に
関
す
る
研
究
史
は
、
網
野
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
網
野

　
善
彦
「
近
江
国
堅
田
」
（
網
野
善
彦
『
日
本
中
世
都
市
の
世
界
臨
筑
摩
書
房
、
一

　
九
九
六
）
二
〇
六
－
二
三
六
頁
（
初
出
は
一
九
八
一
年
）
。
そ
れ
以
降
の
研
究
動

　
向
で
本
稿
の
主
題
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
建
築
史
・
美
術
史
分
野
に
お
け
る

　
中
世
堅
田
の
景
観
研
究
が
重
視
さ
れ
る
（
狸
藻
に
て
後
述
）
。

②
　
喜
多
村
俊
夫
『
江
洲
堅
田
漁
業
史
料
盛
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
、
一
九
四
二
。

　
喜
多
村
俊
夫
門
堅
田
猟
師
の
研
究
扁
（
喜
多
村
俊
夫
噸
近
江
経
済
史
論
孜
㎞
大
雅

　
堂
、
．
一
九
四
六
）
二
三
〇
1
二
七
四
頁
（
初
出
は
一
九
三
八
年
）
。

③
羽
原
又
吉
『
日
本
古
代
漁
業
経
済
史
臨
改
造
社
、
一
九
四
九
。
同
噸
日
本
漁
業

　
経
済
史
』
中
巻
1
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
。

④
伊
賀
敏
郎
『
滋
賀
県
漁
業
史
上
（
概
説
）
』
滋
賀
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、

　
一
九
五
四
。

⑤
網
野
善
彦
「
近
江
の
中
入
扁
（
網
野
善
彦
『
日
本
中
世
の
非
農
業
民
と
天
皇
㎞

　
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
）
三
三
三
⊥
二
五
七
頁
（
初
出
は
一
九
七
三
年
）
。

⑥
網
野
善
彦
「
び
わ
湖
を
め
ぐ
る
悲
田
の
う
つ
り
か
わ
り
偏
（
滋
賀
県
教
育
委
員

　
会
編
噛
琵
琶
湖
総
合
開
発
地
域
民
俗
文
化
財
特
別
調
査
報
告
書
二
　
び
わ
湖
の
専

　
業
漁
笏
㎞
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
O
）
四
四
－
七
七
頁
。
前
掲
注
①
網
野

　
論
文
。
前
掲
注
⑤
。

⑦
な
お
、
史
料
の
豊
富
な
近
世
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
鎌
谷
か
お
る
「
近
世

　
琵
琶
湖
に
お
け
る
堅
田
の
漁
業
権
」
ヒ
ス
ト
リ
ア
一
八
～
、
二
〇
〇
二
、
二
六
－

　
四
九
頁
、
お
よ
び
同
「
日
本
近
世
に
お
け
る
山
野
河
海
の
生
業
と
所
有
－
琵
琶

　
湖
の
漁
業
権
を
事
例
に
」
ヒ
ス
ト
リ
ア
出
漁
九
、
二
〇
　
一
、
　
一
一
四
…
一
四
二
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頁
が
あ
る
。

⑧
橋
本
道
範
「
日
本
中
世
に
お
け
る
水
辺
の
環
境
と
生
業
－
河
灘
と
湖
沼
の
漁

　
携
か
ら
」
史
林
九
二
－
一
、
二
〇
〇
九
、
四
一
三
五
頁
。

⑨
橋
本
道
範
「
申
世
前
期
の
堅
田
漁
掛
一
『
賀
茂
御
祖
皇
太
神
宮
諸
国
神
戸

　
記
睡
所
収
堅
田
関
係
史
料
の
紹
介
偏
（
水
野
章
二
編
『
琵
琶
湖
と
人
の
環
境
史
㎞

　
岩
田
雷
院
、
二
〇
一
一
）
＝
【
五
－
一
四
九
頁
。

⑩
前
掲
⑧
。

⑪
古
代
を
対
象
と
し
た
こ
の
よ
う
な
試
み
と
し
て
、
佐
野
静
代
「
近
江
国
筑
摩
御

　
厨
に
お
け
る
自
然
環
境
と
漁
掛
活
動
　
　
湖
岸
の
御
厨
の
環
境
史
」
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
研
究
報
告
＝
二
一
二
、
二
〇
〇
六
、
八
五
i
｝
○
八
頁
（
後
に
岡
著
『
申

　
近
世
の
村
落
と
水
辺
の
環
境
史
㎞
吉
辮
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
に
所
収
）
が
あ
る
。

⑫
宍
睾
き
呂
ρ
団
■
」
㊤
0
9
霞
鼠
。
α
q
専
一
毒
筆
匿
ε
鼠
象
く
興
ω
眠
①
ω
ぎ
冨
　
お

　
し
d
写
p
ぎ
凶
勲
≦
四
器
び
ρ
躍
‘
O
o
Q
詳
興
■
ρ
乏
・
磐
◎
図
o
o
ω
Φ
〈
①
一
戸
〉
．
○
．
（
a
ω
■
）
管

　
奪
ミ
§
㌧
卜
幕
恥
勲
§
恥
受
G
い
ミ
ミ
鴨
§
織
勲
ミ
轟
苛
ミ
b
ご
鴨
誘
暁
嘗
頃
窪
。
慧
甲
？

　
山
⊆
o
臥
0
5
。
り
’
0
7
Φ
降
鱈
嵩
ム
一
．

⑬
新
行
紀
一
「
中
世
堅
田
の
湖
上
特
権
」
歴
史
学
研
究
三
四
九
、
一
九
六
九
、
一

　
八
⊥
一
九
頁
。
前
掲
注
①
網
野
論
文
。

⑭
堅
田
の
水
運
上
の
重
要
牲
に
つ
い
て
は
、
『
新
修
大
津
市
史
睡
に
ま
と
め
ら
れ

　
て
い
る
（
林
屡
辰
三
郎
・
飛
烏
井
雅
道
・
森
谷
剋
久
出
隅
新
修
大
津
市
史
2
中

　
世
㎞
大
津
市
役
所
、
一
九
七
九
、
二
三
〇
－
二
五
三
頁
）
。

⑮
「
東
南
院
文
書
」
永
承
六
年
一
月
二
八
霞
、
愛
智
庄
結
解
（
『
平
安
遺
文
』
六
八

　
七
号
）
。

⑯
「
賀
茂
社
諸
国
神
戸
記
」
寛
治
四
年
ヨ
月
廿
四
日
、
鴨
親
藩
大
神
宮
申
状
案

　
（
『
平
安
遺
文
㎞
　
＝
一
八
七
号
）
。

⑰
前
掲
注
②
喜
多
村
『
江
洲
堅
田
漁
業
史
料
』
。

⑱
前
掲
注
①
網
野
論
文
に
よ
れ
ば
、
応
永
四
年
（
一
三
九
七
）
の
「
堅
田
浦
・
菅

　
浦
庄
契
約
状
」
（
日
浦
文
書
三
九
七
号
）
に
堅
田
側
の
地
域
名
称
と
し
て
「
総

　
領
・
西
浦
・
今
堅
田
」
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
竪
田
四
方
の
基
本
的
構
成
は
一
四

　
世
紀
に
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
颪
に
つ
い

　
て
は
第
四
章
に
て
詳
述
す
る
。
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二
　
中
世
堅
田
の
漁
携
技
術
と
小
糸
網

1

申
世
堅
田
の
貫
上
魚
種

　
中
世
の
堅
田
御
厨
か
ら
の
卦
算
魚
種
を
示
す
史
料
と
し
て
、
羽
原
と
網
野
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
「
賀
茂
社
諸
国
神
戸
記
」
建
久
五
年
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

一
九
四
）
の
記
事
が
あ
る
。
こ
の
年
十
月
九
日
、
賀
茂
社
政
所
は
相
嘗
祭
の
召
物
と
し
て
、
「
鯉
十
干
、
鮒
五
十
喉
、
鮨
五
十
喉
、
無
二
斗
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

海
老
三
斗
」
を
十
一
月
二
日
ま
で
に
備
進
ず
る
こ
と
を
堅
田
御
厨
下
司
に
命
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
魚
介
名
と
し
て
コ
イ
・
フ
ナ
・
エ
ビ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

「
馳
」
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
鮨
は
延
喜
式
に
も
記
載
の
フ
ナ
ズ
シ
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
な
お
「
鮎
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
研
究
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滋賀県水産試験場（1921）のデータに基づき作成。

　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

で
は
「
は
や
」
あ
る
い
は
「
は
え
」
の
読
み
が
な
さ
れ
、
い
ず
れ
も
魚
種
は
明
ら

か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
『
類
聚
雑
寸
寸
』
に
「
伊
勢
片
目
御
厨
」
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

っ
て
「
ハ
エ
」
と
の
読
み
が
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
は
え
」
の
別
名
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

持
つ
コ
イ
科
の
オ
イ
カ
ワ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
史
料
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
堅
田
の
貢
進
魚
種
に
占

め
る
フ
ナ
の
割
合
の
高
さ
で
あ
る
。
上
記
の
記
事
で
も
二
進
さ
れ
る
フ
ナ
は
五
十

匹
に
達
し
て
い
る
が
、
同
じ
く
「
賀
茂
社
諸
国
神
戸
記
」
の
観
応
二
年
三
月
日
、

賀
茂
社
政
所
下
文
写
で
は
、
四
月
の
二
回
の
祭
礼
の
た
め
に
備
進
を
命
じ
ら
れ
た

コ
イ
・
フ
ナ
・
焼
物
の
う
ち
、
コ
イ
が
合
計
八
匹
で
あ
る
の
に
対
し
て
フ
ナ
は
合

計
＝
一
〇
匹
に
も
及
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
＝
二
世
紀
の
『
新
撰
和
歌
六
帖
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
す
で
に
「
堅
田
鮒
」
の
語
が
み
え
る
よ
う
に
、
古
来
フ
ナ
は
堅
田
を
代
表
す
る

漁
獲
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
フ
ナ
の
捕
獲
の
時
期
で
あ
る
。
す
で
に
橋
本
も
指

　
　
　
　
　
⑨

撫
す
る
よ
う
に
、
前
掲
の
建
久
二
年
十
一
月
二
日
は
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
で
は
一
一
九

四
年
一
二
月
二
三
日
で
あ
り
、
冬
期
に
あ
た
っ
て
い
る
。
筆
者
が
注
目
し
た
い
の

は
、
近
代
化
以
前
の
琵
琶
湖
の
漁
携
技
術
で
は
、
秋
期
や
冬
期
の
フ
ナ
は
漁
獲
が

き
わ
め
て
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
前

　
　
　
　
　
　
　
⑩

稿
で
も
指
摘
し
た
が
、
さ
ら
に
詳
細
な
デ
ー
タ
を
示
し
て
お
き
た
い
。
図
1
は
、

琵
琶
湖
で
漁
法
の
近
代
化
が
行
わ
れ
る
以
前
の
フ
ナ
の
月
別
漁
獲
量
を
示
し
た
も
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⑪

の
で
あ
る
。
こ
の
図
に
よ
れ
ば
、
九
月
以
降
二
月
ま
で
の
問
は
フ
ナ
の
水
揚
げ
は
非
常
に
少
な
く
、
漁
獲
が
相
当
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。　

こ
の
現
象
は
琵
琶
湖
の
フ
ナ
の
生
物
学
的
要
因
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
琵
琶
湖
に
は
西
日
本
に
広
く
み
ら
れ
る
ギ
ン
ブ
ナ
に

加
え
て
、
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
と
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
と
い
う
二
種
の
固
有
種
が
生
息
し
て
い
る
。
小
型
で
味
覚
的
に
も
劣
る
ギ
ン
ブ
ナ
が
雑
魚
扱
い
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
る
の
に
対
し
て
、
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
と
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
は
肉
厚
で
味
も
よ
く
、
高
い
資
源
価
値
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
ギ
ン
ブ
ナ
が
周
年
浅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

い
内
湾
に
生
息
す
る
の
に
比
べ
て
、
固
有
種
二
種
は
秋
冬
期
に
は
沖
合
や
深
水
域
の
底
層
に
生
息
し
て
お
り
、
近
代
化
以
前
の
琵
琶
湖
の
漁
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

で
は
そ
の
よ
う
な
深
い
水
域
で
の
捕
獲
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
明
治
期
ま
で
の
琵
琶
湖
の
一
般
的
な
漁
携
技
術
で
は
、
こ
れ
ら
の
フ
ナ

が
浅
い
沿
岸
域
ま
で
産
卵
遡
上
し
て
く
る
春
夏
期
の
待
ち
受
け
漁
（
エ
リ
や
地
引
網
な
ど
）
が
中
心
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
観
応
二
年
の
四
月
に
貢
納
さ
れ
た
フ
ナ
＝
一
〇
匹
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
産
卵
期
の
漁
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
建
久
二
年
十

一
月
の
場
合
は
、
沖
合
や
深
水
域
で
の
生
活
時
期
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
フ
ナ
は
寸
法
ま
で
規
定
さ
れ
て
い
る

　
　
　
⑮

こ
と
か
ら
、
小
型
の
ギ
ン
ブ
ナ
で
は
な
く
や
は
り
固
有
種
の
フ
ナ
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
＝
一
世
紀
段
階
の
堅
田
が
、
こ
の
よ
う
に
稀
少
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

冬
期
の
フ
ナ
を
五
十
匹
と
い
う
規
模
で
、
し
か
も
橋
本
の
指
摘
す
る
よ
う
に
恒
例
と
し
て
安
定
的
に
貢
上
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
き
わ
め
て

重
要
な
意
昧
を
持
つ
。
中
世
の
堅
田
は
ど
の
よ
う
な
漁
法
を
用
い
て
、
稀
少
な
冬
期
の
フ
ナ
を
漁
獲
し
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題

を
解
く
こ
と
が
本
稿
の
鍵
と
な
る
。

2
　
冬
期
フ
ナ
の
漁
法

　
史
料
の
残
存
す
る
近
世
段
階
で
も
、
堅
田
は
中
世
と
同
じ
く
稀
少
な
冬
期
の
フ
ナ
を
漁
獲
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
本
節
で
は
、
こ

の
近
世
段
階
の
堅
田
の
漁
携
技
術
を
分
析
し
、
中
世
の
漁
携
技
術
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
し
た
い
。
正
保
四
年
（
一
六
四
〇
）
の
文
書
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

れ
ば
、
「
堅
田
猟
師
と
申
者
、
上
様
御
湿
物
御
用
直
読
、
初
鮒
・
御
廟
鮒
・
紅
葉
鮒
指
上
け
申
候
（
傍
線
は
筆
者
）
」
と
あ
り
、
将
軍
家
へ
磯
上
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　　　　　　　　　　　　　　　　　図2　小糸網

ただし本図は浮刺網として描かれているが，近世までの琵琶湖の小糸網は底刺網のみであった。

　滋賀県水産試験場所蔵『近江水産図譜　漁具之部』（明治23年頃）（滋賀県水産試験場提供）

さ
れ
た
フ
ナ
の
う
ち
、
初
鮒
と
は
そ
の
年
は
じ
め
て
取
れ
た

フ
ナ
、
す
な
わ
ち
正
月
の
最
初
の
漁
で
得
ら
れ
た
冬
の
フ
ナ

　
　
⑱

を
指
し
、
ま
た
御
鮮
鮒
と
は
産
卵
期
に
大
量
捕
獲
さ
れ
て
保

存
食
の
ナ
レ
ズ
シ
に
さ
れ
る
フ
ナ
、
ま
た
紅
葉
鮒
は
三
章
で

後
述
す
る
よ
う
に
秋
期
の
フ
ナ
を
意
味
し
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
初
鰹
の
漁
獲
方
法
に
つ
い
て
は
、
一
七
世
紀
段

階
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）

の
文
書
に
は
、
「
西
ノ
切
東
猟
師
小
糸
網
者
同
前
之
猟
儀
に

候
問
一
様
に
書
上
げ
可
申
と
奉
存
、
互
に
申
合
願
書
差
上
申

候
、
此
上
御
運
上
被
為
仰
付
候
は
ば
前
々
よ
り
差
上
来
り
申

懇
願
鮒
、
員
数
之
通
割
付
上
納
可
仕
筈
に
申
合
候
（
傍
線
は

　
⑲

筆
者
）
」
と
あ
り
、
東
ノ
切
と
西
ノ
切
の
漁
師
が
小
糸
網
に

よ
っ
て
初
雛
を
捕
獲
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
小
糸
網
と

は
刺
網
の
一
種
で
あ
り
、
水
中
に
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に
網
を

張
り
、
網
目
に
刺
さ
っ
て
身
動
き
で
き
な
く
な
っ
た
魚
を
獲

る
も
の
で
あ
る
（
図
2
）
。

　
こ
の
小
糸
網
の
最
大
の
特
徴
は
、
エ
リ
や
地
引
網
な
ど
沿

岸
域
で
の
漁
法
に
比
べ
、
よ
り
深
い
水
域
で
の
捕
獲
が
可
能

な
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
琵
琶
湖
で
の
地
引
網
の
操
業
は
水
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媛響霧轍灘7
「片田景図（模本）」の網干し風景（部分）

　（画像提供：東京国立博物館）

図3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

深
一
五
m
以
浅
に
限
ら
れ
る
が
、
小
糸
網
な
ら
深
さ
二
五
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

内
外
の
水
域
ま
で
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
水

深
は
冬
期
の
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
の
生
息
域
に
も
一
部
到
達
す

⑫る
。
明
治
以
前
の
琵
琶
湖
の
フ
ナ
漁
法
の
う
ち
、
こ
の
水
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
届
く
漁
法
は
他
に
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
小
糸
網
と

は
、
前
近
代
に
お
い
て
初
鮒
を
確
実
に
狙
い
う
る
点
で
は
唯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

一
の
漁
法
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
小
糸
網
が
近
世
前
期
ま
で
は
堅

田
の
み
が
持
つ
技
術
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
伊
賀
敏
郎
が
明

ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
小
糸
網
が
各
地
へ
伝
播
し
た
の
は
近

世
後
期
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
元
禄
頃
ま
で
は
堅

田
東
ノ
切
と
西
ノ
切
漁
師
の
み
が
保
持
し
た
高
度
な
技
術
で

　
　
㊧

あ
っ
た
。
こ
の
小
糸
網
を
持
っ
た
堅
田
の
漁
携
民
の
み
が
、

沖
合
の
深
い
時
期
の
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
を
狙
う
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
堅
田
は
小
糸
網
の
技
術
に
よ
っ
て
、

産
卵
接
岸
期
以
外
に
も
フ
ナ
を
捕
獲
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
小
糸
網
の
起
源
が
中
世
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
伊
賀
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ

　
　
　
⑯

ろ
で
あ
る
。
海
域
で
は
刺
網
の
技
術
は
す
で
に
中
世
に
は
確
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認
さ
れ
て
お
り
、
伊
賀
は
琵
琶
湖
の
小
糸
網
に
つ
い
て
も
寿
永
元
年
（
コ
八
二
）
成
立
の
『
月
詣
和
歌
集
』
の
「
か
へ
り
こ
む
ほ
ど
は
堅
田

に
重
く
網
の
臼
に
た
ま
ら
ぬ
は
涙
な
り
け
り
」
に
注
目
し
、
こ
の
「
置
く
網
」
に
曳
き
網
と
は
異
な
る
刺
網
の
原
理
を
読
み
取
ろ
う
と
し
て
い

る
。
た
だ
伊
賀
自
身
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
小
糸
網
と
い
う
名
称
の
文
献
上
の
初
見
は
元
禄
期
で
あ
り
、
文
献
史
料
に
よ
っ
て
そ
れ
以
前
に
遡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

っ
て
存
在
を
確
か
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
筆
者
は
、
絵
画
史
料
の
う
ち
に
琵
琶
湖
岸
で
の
小
糸
網
の
確
実
な
中
世
へ
の
遡
及
性
を
示
す

も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
そ
れ
は
一
六
世
紀
半
ば
頃
の
作
成
と
推
定
さ
れ
て
い
る
大
徳
寺
瑞
峯
院
「
堅
田
の
間
」
襖
絵
（
静
肥

車
文
庫
美
術
館
蔵
「
堅
田
図
扁
、
東
博
所
蔵
「
模
本
片
田
景
図
」
）
で
あ
る
（
図
3
）
。
こ
の
図
は
、
実
景
観
察
に
基
づ
く
描
写
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

世
堅
田
の
景
観
復
原
研
究
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者
は
、
先
行
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
漁
携
に
関
わ
る
風
景
に
注
目
し
た
い
。

　
昼
中
、
東
ノ
切
と
西
ノ
切
の
一
角
に
当
た
る
空
閑
地
に
、
そ
れ
ぞ
れ
多
数
の
網
干
し
の
場
面
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
網
は
、
幅
が
狭
く
丈
は
短

く
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
形
状
は
一
〇
〇
〇
m
以
上
の
幅
を
持
つ
地
引
網
な
ど
の
曳
き
堂
上
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
刺

網
系
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
サ
イ
ズ
も
網
干
し
す
る
人
物
の
大
き
さ
と
比
較
す
れ
ば
、
近
世
堅
田
の
小
糸
網
の
「
高
さ
凡
三
尺
三
四
寸
斗
　
長

　
　
　
　
⑲

さ
凡
八
間
半
」
に
よ
く
合
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
図
の
季
節
も
重
要
と
な
る
。
図
の
背
景
に
は
稲
刈
り
後
の
晩
秋
か
ら
雪
の
景
色
へ
の
移

り
変
わ
り
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
網
も
秋
冬
期
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
東
ノ
切
に
は
、
同
じ
刺
網
系
の
葭
巻
網
も
存
在
し

た
が
、
葭
巻
網
は
コ
イ
・
フ
ナ
の
産
卵
期
で
あ
る
春
に
用
い
ら
れ
る
た
め
、
本
図
の
表
現
す
る
季
節
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ

こ
に
描
写
さ
れ
た
秋
冬
の
刺
網
と
は
、
や
は
り
小
糸
網
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
分
析
す
る
と
、
少
な
く
と
も
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

世
後
期
に
は
小
糸
網
は
す
で
に
存
在
し
て
お
り
、
近
世
と
同
様
に
東
ノ
切
と
西
ノ
切
が
そ
れ
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
導
き
出
さ
れ
る
。

3
　
小
糸
網
の
成
立
年
代

こ
こ
で
、
そ
も
そ
も
冬
期
の
初
漁
の
髪
上
行
為
に
は
重
要
な
意
味
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
近
世
の
堅
田
は
こ
れ
を
将
軍
家
に
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毎
年
献
じ
て
い
た
が
、
琵
琶
湖
の
寒
鮒
を
幕
府
将
軍
へ
献
上
す
る
儀
礼
自
体
は
、
中
世
ま
で
そ
の
起
源
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
室
町
後
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
『
年
中
恒
例
記
紀
に
よ
れ
ば
、
近
江
守
護
の
六
角
氏
と
京
極
氏
が
正
月
十
一
日
に
足
利
将
軍
家
へ
初
鮒
を
献
上
し
て
お
り
、
盛
本
昌
広
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
を
守
護
の
琵
琶
湖
領
有
権
を
象
徴
す
る
行
為
と
し
て
い
る
。
こ
の
近
江
守
護
か
ら
献
上
さ
れ
た
初
鮒
が
堅
田
の
手
に
な
る
も
の
と
い
う
確
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
な
い
が
、
し
か
し
堅
田
は
一
六
世
紀
初
め
に
は
六
角
氏
の
支
配
下
に
あ
っ
て
、
「
公
用
」
を
お
さ
め
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
近
世
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

将
軍
家
へ
上
納
さ
れ
た
フ
ナ
が
「
御
公
用
の
鮒
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
も
勘
案
す
る
と
、
六
角
氏
か
ら
の
初
鮒
が
堅
田
の
手
を
経
た
も
の
で
あ
っ

た
可
能
性
は
高
い
。

　
貢
上
さ
れ
る
フ
ナ
が
、
他
な
ら
ぬ
「
初
物
漏
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
大
き
な
意
義
が
見
い
だ
せ
る
。
古
代
、
初
章
・
初
物
と
は
神
や
天
皇
に
捧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

げ
ら
れ
る
賛
で
あ
り
、
よ
っ
て
供
御
と
も
深
い
関
係
を
有
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
石
母
田
や
網
野
・
盛
本
ら
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
初
物
と
し
て
の
冬
の
フ
ナ
と
は
、
堅
田
に
と
っ
て
本
源
的
な
供
御
物
の
一
つ
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、

稀
少
な
初
鮒
の
捕
獲
と
貢
上
は
、
鴨
社
御
厨
た
る
堅
田
に
期
待
さ
れ
て
い
た
重
要
な
機
能
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
前
節
で
確
認
し
た
＝
一
世
紀
末

の
堅
田
が
冬
期
の
フ
ナ
を
安
定
的
に
供
給
し
て
い
た
事
実
に
つ
な
が
っ
て
く
る
。
冬
フ
ナ
の
確
実
な
捕
獲
技
術
が
琵
琶
湖
で
は
小
糸
網
以
外
に

存
在
し
え
な
い
以
上
、
こ
の
事
実
は
小
糸
網
が
鎌
倉
初
期
の
堅
田
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
有
力
な
根
拠
と
な
り
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
前
掲
図
1
で
み
た
よ
う
に
九
月
か
ら
二
月
ま
で
の
フ
ナ
の
漁
獲
は
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
か
ら
、
冬
期
の
フ
ナ
に
は
高
い
価
値

が
認
め
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
を
確
実
に
捕
獲
し
え
た
堅
田
の
漁
携
民
た
ち
の
位
置
づ
け
も
ま
た
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。

　
な
お
、
小
糸
網
で
フ
ナ
を
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
冬
期
だ
け
に
限
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
小
糸
網
の
沖
取

り
の
利
点
は
、
春
の
産
卵
期
に
お
い
て
も
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
冬
期
に
は
水
深
四
〇
m
の
底
層
、
す
な
わ
ち
北
湖
で
生
活
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
も
、
初
春
に
な
る
と
多
く
の
個
体
が
浅
い
南
湖
へ
産
卵
回
遊
し
て
く
る
た
め
、
南
湖
の
入
口
た
る
堅
田
の
沖
合
に
小
糸
網
を
仕

掛
け
れ
ば
、
接
岸
前
の
大
群
を
他
村
に
先
駆
け
て
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
琵
琶
湖
で
唯
一
小
糸
網
の
技
術
を
有
し
た
堅
田
は
、
冬
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期
に
も
春
期
に
も
他
村
の
及
ば
な
い
沖
合
水
域
で
漁
を
行
い
え
た
の
で
あ
り
、
「
堅
田
鮒
」
に
み
る
ご
と
く
琵
琶
湖
の
フ
ナ
漁
に
お
け
る
堅
田

の
圧
倒
的
な
地
位
は
、
こ
の
小
糸
網
の
技
術
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
堅
田
は
沖
取
り
す
な
わ
ち
薫
掛
可
能
水
深
と

い
う
点
で
は
、
中
世
以
来
　
貫
し
て
他
村
を
凌
駕
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

琵琶湖の自然環境からみた申世堅田の漁携活動（佐野）

①
　
一
章
注
③
羽
原
『
日
本
漁
業
経
済
史
』
。
一
章
注
①
網
野
論
文
。

②
「
賀
茂
社
諸
国
神
戸
記
扁
建
久
五
年
十
月
九
日
、
賀
茂
社
政
所
下
文
写
。
な
お

　
以
下
の
「
賀
茂
社
諸
国
神
戸
記
」
（
「
賀
茂
御
祖
皇
太
神
宮
諸
国
神
戸
記
扁
）
の
引

　
屠
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
一
章
注
⑨
の
橋
本
に
よ
る
翻
刻
・
校
訂
に
従
っ
た
。

③
時
代
は
下
る
が
、
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
の
鴨
社
へ
の
貢
上
に
お
い
て
も
、

　
「
小
鮒
の
す
し
」
が
納
め
ら
れ
て
い
る
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
「
居
初
家
文

　
玉
偏
）
。

④
一
章
注
⑥
網
野
「
び
わ
湖
を
め
ぐ
る
堅
田
の
う
つ
り
か
わ
り
」
。

⑤
横
倉
譲
治
『
輝
輝
の
中
世
都
市
近
江
国
堅
田
』
誠
文
堂
、
一
九
八
八
。

⑥
『
新
校
群
書
類
従
臨
巻
第
四
七
四
所
収
。
馳
川
御
厨
の
遺
薄
地
で
あ
る
籠
川
村

　
の
現
在
の
読
み
は
「
は
い
か
わ
」
で
あ
る
。

⑦
京
都
・
滋
賀
で
は
オ
イ
カ
ワ
の
雌
あ
る
い
は
婚
姻
色
が
出
る
前
の
雄
を
ハ
エ
・

　
ハ
イ
・
ハ
ヨ
と
呼
ぶ
。
琵
琶
湖
岸
で
は
冬
の
寒
ハ
エ
を
塩
焼
き
や
な
れ
鮨
に
す
る

　
（
滋
賀
の
食
事
文
化
研
究
会
編
㎎
湖
魚
と
近
江
の
く
ら
し
㎞
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、

　
二
〇
〇
三
、
五
三
頁
）
。
全
長
は
＝
二
㎝
ほ
ど
と
小
さ
い
た
め
、
「
喉
」
よ
り
も

　
「
斗
」
と
し
て
計
量
さ
れ
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
な
お
勉
川
御
厨
は
宮
申
に
ア

　
ユ
を
貢
進
し
て
い
た
が
、
オ
イ
カ
ワ
は
生
態
学
的
に
は
河
廻
下
流
域
の
指
標
魚
で
、

　
ア
ユ
と
生
息
地
を
生
じ
く
す
る
魚
で
あ
る
。
ア
ユ
の
取
れ
な
い
冬
期
、
こ
れ
ら
小

　
型
の
コ
イ
科
魚
類
の
価
値
は
今
日
よ
り
も
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑧
「
い
に
し
へ
は
い
と
も
か
し
こ
し
か
た
・
ふ
な
つ
・
み
や
き
な
る
中
の
玉
章
」

　
藤
原
家
良
（
十
市
皇
女
が
大
海
人
皇
子
へ
の
男
星
を
フ
ナ
の
腹
に
隠
し
て
届
け
た

　
と
の
伝
承
に
ち
な
む
）
。
な
お
中
世
の
「
堅
田
鮒
」
に
関
す
る
記
述
と
し
て
他
に
、

　
享
徳
元
年
・
二
年
（
｝
四
五
工
・
一
四
五
三
）
の
「
初
瀬
千
句
」
に
「
み
な
そ
こ

　
に
あ
り
へ
む
こ
と
や
　
か
た
た
ふ
な
」
が
あ
る
（
門
日
文
研
連
歌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

　
に
よ
る
）
。
ま
た
御
伽
草
子
に
も
「
近
江
国
に
堅
田
浦
よ
り
鮒
と
い
ふ
魚
を
都
に

　
て
売
り
し
に
」
と
し
て
上
述
の
和
歌
を
引
く
「
猿
源
氏
草
紙
」
が
み
え
る
。

⑨
　
一
章
注
⑨
。

⑩
佐
野
静
代
門
近
世
・
近
代
史
料
に
よ
る
琵
琶
湖
の
エ
リ
発
達
史
の
再
検
討
」
国

　
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
一
六
二
、
二
〇
一
一
、
一
四
一
－
一
六
三
頁
。

⑪
滋
賀
県
水
産
試
験
場
『
琵
琶
湖
水
座
増
殖
事
業
成
績
報
告
第
｝
巻
隔
滋
賀
県

　
水
産
試
験
場
、
～
九
一
　
三
に
収
録
さ
れ
た
「
通
年
漁
獲
状
況
」
デ
ー
タ
に
基
づ
き

　
作
成
。
な
お
、
大
正
初
期
に
深
水
域
の
ビ
ワ
マ
ス
用
に
開
発
さ
れ
た
長
小
糸
網
が
、

　
そ
の
後
フ
ナ
の
沖
取
り
用
と
し
て
も
普
及
し
て
い
く
た
め
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
前

　
の
漁
獲
量
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

⑫
滋
賀
民
俗
学
会
『
野
洲
川
下
流
域
の
民
俗
㎞
滋
賀
民
俗
学
会
、
一
九
七
四
。
前

　
掲
注
⑦
『
湖
魚
と
近
江
の
く
ら
し
臨
。

⑬
三
浦
泰
蔵
「
琵
琶
湖
の
魚
類
」
（
琵
琶
湖
国
定
公
園
学
術
調
査
団
哨
琵
琶
湖
国

　
定
公
園
学
術
調
査
報
告
書
駄
琵
琶
湖
国
定
公
園
学
術
調
査
団
、
一
九
七
一
）
＝
二

　
三
－
三
三
〇
頁
。

⑭
　
一
章
注
④
。
詳
細
に
つ
い
て
は
次
章
以
下
で
後
述
す
る
。

⑮
　
一
章
注
①
網
野
論
文
が
す
で
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
賀
茂
社
諸
国
神
戸
記
」

　
建
久
六
年
五
月
日
、
堅
田
浦
供
御
人
等
解
状
写
に
は
、
貢
納
用
の
フ
ナ
に
～
定
以

　
上
の
寸
法
の
も
の
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑯
　
一
章
注
⑨
。

（661）47



⑰
「
西
之
切
神
田
神
社
文
誉
」
正
保
四
年
十
二
月
、
膳
所
城
主
が
堅
田
の
鳥
猟
ヲ

　
妨
ゲ
タ
ル
コ
ト
ニ
対
ス
ル
訴
状
（
一
章
注
②
開
江
州
堅
田
漁
業
史
料
隔
一
一
三
三
号
、

　
以
下
堅
田
関
係
文
書
の
引
用
は
、
同
書
の
文
書
番
号
に
よ
る
）
。

⑱
盛
本
昌
広
『
贈
答
と
宴
会
の
中
世
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
。

⑲
「
釣
猟
師
組
（
小
番
城
）
共
有
文
誉
」
元
禄
三
年
十
一
月
十
六
日
、
運
上
ハ
従

　
来
ノ
初
口
献
上
ノ
員
数
ノ
通
り
割
付
ケ
上
納
ス
ベ
シ
ト
ノ
西
ノ
切
、
東
猟
師
ノ
取

　
替
セ
一
札
（
一
章
注
②
『
江
州
堅
田
漁
業
史
料
㎞
三
七
号
）
。

⑳
滋
賀
県
水
産
試
験
場
所
蔵
『
近
江
水
客
図
譜
漁
具
之
部
㎞
に
お
け
る
説
明
。

　
こ
の
史
料
は
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
出
品
物
と
み
ら
れ
、
明
治
二
三
年
の

　
編
纂
と
推
定
さ
れ
る
。

⑱
　
滋
賀
県
内
務
部
『
滋
賀
県
漁
具
の
説
明
と
漁
業
手
続
喚
滋
賀
県
内
務
部
、
｝
九

　
三
四
。

⑫
　
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
の
冬
期
の
生
息
地
は
、
沖
合
の
表
・
中
層
で
あ
る
。
な
お
、

　
冬
期
の
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
深
い
水
深
四
〇
m
程
度
の
水
域
に
生

　
息
す
る
た
め
、
小
糸
網
で
も
捕
獲
は
困
難
で
あ
る
。
前
掲
注
⑬
三
浦
に
よ
る
。

⑬
　
四
章
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
小
糸
網
よ
り
も
さ
ら
に
深
い
水
域
で
操
業
可
能
な

　
漁
法
と
し
て
延
縄
漁
が
あ
る
が
、
ミ
ミ
ズ
な
ど
の
餌
釣
り
に
よ
る
こ
の
漁
法
で
は
、

　
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
餅
と
す
る
フ
ナ
は
漁
獲
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
が
必
要

　
で
あ
る
。

⑳
　
冬
期
の
フ
ナ
で
も
一
部
は
、
偶
発
的
に
地
引
網
な
ど
で
混
獲
さ
れ
る
場
合
も
あ

　
つ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
数
猛
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
小
糸
網
で
の
捕
獲
量
に

　
及
ぶ
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

＠＠　pa　os

一
章
注
④
五
〇
〇
－
五
〇
一
頁
。

一
章
注
④
四
七
八
－
四
七
九
頁
。

一
章
注
④
四
七
七
頁
。

本
園
を
用
い
た
景
観
研
究
と
し
て
代
表
的
な
も
の
に
、
建
築
史
で
は
伊
藤
祷
久

㎎
中
世
集
落
の
空
間
構
造
－
惣
的
結
合
と
住
居
集
合
の
歴
史
的
展
開
』
生
活
史

　
研
究
所
、
一
九
九
二
、
同
「
琵
琶
湖
岸
の
伝
統
都
市
に
お
け
る
都
市
景
観
の
変

　
遷
漏
（
伊
藤
毅
・
吉
田
伸
之
疎
剛
水
辺
と
都
市
　
別
冊
都
市
史
研
究
』
山
川
出
版

　
社
、
二
〇
〇
五
）
＝
一
七
－
＝
二
九
頁
が
あ
り
、
ま
た
美
術
史
の
分
野
で
は
、
玉

　
巌
敏
子
「
大
徳
寺
瑞
峯
院
魍
堅
田
聞
㎞
襖
絵
の
研
究
」
國
華
＝
一
〇
六
、
　
一
九
九

　
六
、
九
－
二
六
頁
が
あ
げ
ら
れ
る
。

⑳
門
西
之
切
中
島
源
四
郎
家
文
書
」
年
未
詳
、
漁
具
ニ
ツ
キ
説
明
口
上
書
（
一
章

　
注
②
噸
江
州
堅
田
漁
業
史
料
㎞
四
二
〇
号
）
。

⑳
　
本
図
と
同
時
代
に
描
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
蔵
『
近
江
名

　
上
図
㎞
に
も
、
堅
田
の
部
分
に
同
様
の
網
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

　
当
時
、
小
糸
網
と
は
堅
田
の
み
が
持
つ
漁
法
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
網
干
し
の

　
風
景
も
ま
た
堅
田
を
特
徴
づ
け
る
景
観
と
し
て
、
堅
田
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
た

　
の
で
は
な
い
か
。
近
世
初
頭
の
『
毛
吹
草
』
に
「
堅
田
小
糸
鮒
扁
の
語
の
あ
る
こ

　
と
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑳
　
㎎
年
中
恒
例
記
㎞
正
月
十
一
日
（
『
続
群
書
類
従
邑
第
二
三
巻
下
所
収
）
。

⑳
　
前
掲
注
⑱
。

⑳
　
「
釣
猟
師
組
（
小
番
城
）
共
有
文
書
」
永
正
一
七
年
十
一
月
十
日
、
沖
洲
藍
ノ

　
代
官
職
二
関
ス
ル
ー
札
（
～
章
注
②
『
江
州
堅
田
漁
業
史
料
』
三
号
）
。
な
お
堅

　
田
は
こ
れ
を
さ
か
の
ぼ
る
嘉
禄
三
年
（
＝
一
二
七
）
年
に
も
、
そ
の
地
頭
職
が
近

　
江
守
護
佐
々
木
信
綱
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
（
㎎
吾
妻
鏡
隔
嘉
禄
三
年
九
月

　
廿
二
日
過
）
。

⑭
　
「
西
之
切
神
田
神
社
文
書
」
延
宝
四
年
十
月
十
九
日
、
西
之
切
ノ
大
網
引
場
東

　
か
け
二
関
ス
ル
出
来
島
村
ト
ノ
出
入
口
上
書
（
　
章
章
②
『
江
州
堅
田
漁
業
史

　
料
臨
二
三
八
号
）
。

⑳
　
石
母
田
正
『
日
本
の
古
代
国
家
幅
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
。
網
野
善
彦
欄
田
本

　
中
世
の
百
姓
と
職
能
民
臨
平
凡
社
、
一
九
九
八
（
初
出
は
一
九
八
七
年
）
。
前
掲

　
注
⑱
。

⑳
倉
田
亨
・
飯
高
勇
之
助
・
庄
谷
邦
夫
ほ
か
「
漁
業
班
中
間
報
告
」
（
近
畿
地
方
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建
設
局
『
び
わ
湖
生
物
資
源
調
査
団
中
間
報
告
（
一
般
調
査
の
部
）
謡
近
畿
地
方

建
凱
醸
局
、
　
一
九
山
ハ
山
ハ
）
　
一
〇
〇
＝
一
1
一
〇
七
一
｝
員
。

三
　
中
世
音
羽
庄
と
堅
国
と
の
相
論

1
　
喜
島
郡
で
の
漁
場
相
論

琵琶湖の自然環境からみた中世堅田の漁携活動（佐野〉

前
章
ま
で
の
よ
う
に
、
堅
田
の
フ
ナ
漁
に
お
け
る
小
糸
網
の
重
要
性
に
目
を
向
け
る
と
き
、
中
世
堅
田
の
漁
携
活
動
に
つ
い
て
他
に
も
多
く

の
こ
と
が
み
え
て
く
る
。
そ
の
～
つ
は
「
賀
茂
社
諸
国
神
戸
記
」
所
載
の
一
二
世
紀
の
堅
田
供
祭
人
と
高
島
郡
の
音
羽
庄
住
人
と
の
網
地
相
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

で
あ
る
。
こ
の
相
論
に
つ
い
て
は
す
で
に
網
野
と
橋
本
の
考
察
が
あ
り
、
堅
田
漁
里
民
の
優
位
性
を
説
く
網
野
に
対
し
て
、
橋
本
は
両
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

「
対
等
な
相
論
」
と
す
る
見
解
を
出
し
て
い
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
こ
の
相
論
の
意
味
を
漁
場
の
地
形
条
件
と
漁
携
技
術
の
照
合
か
ら
読
み
解

い
て
み
た
い
。
そ
こ
で
は
、
こ
の
相
論
が
秋
期
の
「
紅
葉
鮒
」
の
漁
場
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
二
月
の
堅
田
供
祭
人
ら
の
陳
状
に
よ
れ
ば
、
当
相
論
は
高
島
郡
の
「
湿
地
・
片
地
子
網
地
」
を
め
ぐ
っ
て
起
こ
っ

て
い
る
。
こ
の
網
地
は
、
「
往
古
鴨
社
窪
地
也
、
依
之
海
猫
榊
計
也
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
音
羽
細
螺
で
は
「
庄
民
網
地
也
」
と
主
張
し
て

「
盗
曳
」
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
堅
田
側
が
報
復
に
「
少
船
」
で
押
し
寄
せ
、
音
羽
窮
民
の
「
五
位
椿
網
地
」
の
網
を
夜
中
に
切
る
と
い
う
挙
に

出
た
。
こ
れ
を
音
羽
庄
側
は
「
殺
害
を
好
み
、
悪
事
を
結
構
」
し
、
網
を
盗
み
取
っ
た
と
し
て
訴
え
て
い
る
。
し
か
し
堅
田
側
は
そ
れ
を
虚
言

で
あ
る
と
し
て
、
む
し
ろ
音
羽
庄
住
人
ら
が
堅
田
側
の
「
片
網
」
を
解
き
去
っ
た
せ
い
で
、
六
箇
日
貢
祭
の
欠
如
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
主
張
し

て
い
る
。
こ
の
音
羽
庄
に
よ
る
「
盗
曳
」
の
月
日
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
賀
茂
社
諸
国
神
戸
記
」
中
に
は
も
う
一
通
こ
の
相
論
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

か
わ
る
と
み
ら
れ
る
年
未
詳
の
書
状
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
さ
き
に
も
申
う
し
て
候
か
た
あ
ち
（
片
網
地
　
筆
者
注
）
の
事
」
と
し
て
、
下
賀
茂
社

か
ら
沙
汰
が
な
い
な
ら
ば
五
月
を
供
え
な
い
と
の
堅
田
側
の
主
張
を
伝
え
て
お
り
、
そ
の
臼
付
は
十
二
月
二
〇
日
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
上
記
建
久
七
年
陳
状
中
の
「
音
羽
御
庄
住
人
等
彼
片
郭
話
去
故
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
音
羽
庄
側
の
漁
法
に
つ

49 （663）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

い
て
は
、
「
盗
曳
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
地
引
網
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
「
解
去
」
ら
れ
た
と
い
う
堅
田
の
「
片
網
」
は
、
地
引

網
の
よ
う
に
二
〇
～
三
〇
人
が
そ
の
場
に
と
ど
ま
っ
て
操
業
す
る
大
規
模
な
網
で
は
な
く
、
二
人
乗
り
の
小
舟
で
湖
中
に
漕
ぎ
出
し
、
設
置
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

は
湖
中
に
長
二
間
放
置
さ
れ
る
小
糸
網
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
以
下
に
検
討
し
て
み
た
い
。

2

「
紅
葉
鮒
」
の
漁
場
と
湖
棚
地
形

　
相
論
の
相
手
と
な
っ
た
高
島
郡
の
音
羽
庄
に
つ
い
て
は
、
そ
の
四
半
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
「
高
野
山
文
書
」
に
「
底
心
海
、
南
限
志
賀
境
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

西
限
下
立
嶺
、
北
限
高
嶋
勝
野
浜
勝
須
肝
心
」
と
あ
る
。
こ
の
お
お
よ
そ
の
位
置
を
模
式
的
に
示
す
と
、
図
4
の
よ
う
に
古
代
の
勝
野
津
を
中

心
と
し
た
～
帯
、
す
な
わ
ち
近
世
の
大
溝
城
下
付
近
と
な
る
。

　
こ
の
近
く
に
中
世
堅
田
の
「
庭
地
」
・
「
片
地
」
の
二
つ
の
漁
場
が
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
じ
つ
は
勝
野
付
近
と
は
、
近
世
に
は
広
く

知
ら
れ
た
秋
の
フ
ナ
の
漁
場
で
、
し
か
も
き
わ
め
て
稀
少
と
さ
れ
た
「
紅
葉
鮒
」
の
漁
場
で
あ
っ
た
。
紅
葉
鮒
と
は
、
近
世
近
江
の
地
誌
類

（
表
1
）
に
よ
れ
ば
秋
期
の
美
味
な
フ
ナ
で
、
そ
の
呼
称
の
由
来
は
、
秋
に
体
色
や
肉
が
紅
葉
色
に
色
づ
く
た
め
、
あ
る
い
は
高
島
郡
紅
葉
ヶ

浦
に
て
捕
獲
さ
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
こ
の
紅
葉
鮒
と
は
、
琵
琶
湖
に
生
息
す
る
フ
ナ
三
種
の
う
ち
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
を
指
す
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
秋
期
の
ゲ

ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
を
捕
獲
で
き
る
場
所
は
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
近
世
の
地
誌
類
で
は
、
そ
の
場
所
を
舟
木
大
溝
（
表
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
A
・
B
）
、
紅
葉
が
浦
（
同
C
）
、
鴨
川
崎
・
称
金
浜
・
新
川
浜
・
勝
野
浦
（
同
H
）
な
ど
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
前
掲
の
勝
野

付
近
の
地
名
で
あ
る
。
こ
の
付
近
で
は
H
文
献
に
あ
る
よ
う
に
、
「
秋
後
の
大
網
」
す
な
わ
ち
地
引
網
で
捕
獲
で
き
た
と
い
う
記
述
の
あ
る
こ

と
も
注
目
さ
れ
る
。
秋
冬
に
は
沖
合
の
深
い
水
域
で
過
ご
す
は
ず
の
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
が
、
当
地
で
は
湖
岸
か
ら
の
地
引
網
で
も
捕
獲
で
き
た

の
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
こ
の
勝
野
～
帯
の
地
形
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　
図
4
に
は
高
島
郡
の
勝
野
一
舟
木
間
の
湖
底
の
水
深
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
図
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
勝
野
か
ら
北
東
の
舟
木
と
の
問
に
は
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琵琶湖の自然環境からみた中世堅田の漁掛活動（佐野）

　　　　　　　　　　　　　図4　音羽庄周辺の湖底地形と水深

昭和37年国土地理院「湖沼図」に一部加筆。

水
深
一
五
m
付
近
ま
で
浅
い
棚
状
の
平
地
が
広
が
っ
て
お
り
、

顕
著
な
湖
棚
地
形
が
認
め
ら
れ
る
。
断
層
湖
で
あ
る
琵
琶
湖

の
西
岸
で
は
断
層
に
沿
っ
た
急
深
の
湖
岸
が
多
い
が
、
こ
こ

で
は
緩
傾
斜
の
湖
底
が
二
㎞
以
上
の
幅
を
も
っ
て
広
が
っ
て

い
る
。
こ
の
一
五
m
以
浅
の
な
だ
ら
か
な
水
域
な
ら
ば
、
地

引
網
の
操
業
も
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
湖
棚
地
形
が
存

在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
な
ら
よ
り
深
い
水
域
に
生
息

す
る
は
ず
の
秋
の
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
を
、
地
引
網
と
い
う
浅

水
域
の
漁
法
し
か
持
た
な
か
っ
た
騒
々
で
も
、
一
部
捕
獲
で

き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
近
世
の
堅
田
も
、
秋
に
は
紅
葉
鮒
を
捕
獲
し
、
将
軍
家
へ

貢
上
し
て
い
た
こ
と
は
前
章
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ

の
堅
田
の
近
世
の
漁
場
が
同
じ
く
こ
の
勝
野
付
近
に
比
定
さ

れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
「
西
之
切
神
田
神
社
文
書
」
で

は
延
宝
四
年
（
一
六
七
七
）
段
階
に
は
、
「
秋
蚕
之
時
節
に
此

浦
（
堅
田
地
先
の
漁
場
」
筆
者
注
）
に
も
紅
葉
鮒
少
宛
と
れ
申

御
事
に
御
座
候
、
然
共
大
分
引
上
け
申
た
る
例
も
無
御
座
候

に
付
、
御
公
用
之
紅
葉
鮒
指
上
け
申
候
節
毎
年
大
溝
へ
罷
下

一
　
　
⑩

り
…
…
」
と
あ
り
、
将
軍
家
へ
の
献
上
用
に
は
毎
年
大
溝
ま
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表1　近世近江の地誌類にみる紅葉鮒の漁場

文献名　　　刊行年　　　　　　　　　　　　　　記事内容

A．毛吹草 1645 巻第四「舟木大溝紅葉鮒　同骨抜酢」，巻第二誹譜四季之詞「九月

g葉鮒」，巻第六「江州舟木にまかりし時　此度はぬたに取りあへよ

g葉鮒」

B，淡海録 1692 舟木大溝紅葉鮒

C，近江輿地志略 1775 紅葉鮒といひ秋に至って捕るものあり，此紅葉鮒は高島郡紅葉が浦に

ﾄとる所もとなり。此紅葉浦に古昔大楓樹ありて紅葉湖水に浮かべる

�Hする鮒故に此様ありといへり。然れども侮れの庭にても秋月捕と

ｱろの鮒を紅葉鮒といふ。蓋秋日其肉色赤し故に称するともいへり。

D，重修本草網昌

@　啓蒙

1803 モミジブナハ秋冬ノ時竹生島大1甫辺ニテトル，マブナヨリ微小，～尺

�ﾟギズ，色紅ヲ帯ル故名ク，又秋トル画名ク，彦根ニチハ春夏ハマ

uナト云，秋冬ハモミヂブナト云。

E．湖魚考 1806 真鮒の秋とるを紅葉といふ。真鮒の秋の名なるべし。大きさまぶなの
@し。八月のころより九月末の頃にあり。其頃沖に群醤　る事も　り。一嬬にて是を取。（申略）是を源五郎鮒ともいふ。春夏はなし。この

寥ﾎ中のみにして入江にはまれ也。（中略）或云堅田の漁人に源五郎

ﾆいふもの有。よく秋の紅葉鮒を取事を得て多く市にいだせり。是よ

闌ｹ五郎の名高しといひ伝ふ也。

F．湖中産物図証 1814 モミヂ鮒上馬ヨリ出ル（中略）漁者ノ手二入テ後其韮皿鱗ノ次間へ溢レ

o見レ切目色斑糊して美田シ（中略）寒中二至リテ更子胤ナリトス

G．近江名所図会 181婆 紅葉鮒朽木　　　｝

H．鴻二二 1826 紅葉鮒　年々八・九・十の聞に、鴨川崎・称州浜・新川浜・勝野浦に

ﾄ北風の日之を捕る。（中略）鰯に捕れる自方五百十五匁の
烽ﾌを最とす。

1．湖漁譜 1858 紅葉鮒湖北に産する（中略）沖嶋辺に多く出て湖南には産せず

そ
の
位
置
に
つ
い
て
図
4
に
示
す
。
永
田
村
に
つ

領
）
は
、
他
領
大
溝
宝
鑑
の
中
に
漁
場
を
持
っ
て

お
り
、
旦
ハ
体
的
に
は
そ
れ
は
「
長
田
浦
」
と
「
加

茂
浦
」
と
の
二
ヶ
所
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

「
長
田
浦
」
と
は
勝
野
に
接
す
る
近
世
の
永
田
村

の
湖
岸
部
で
あ
り
、
ま
た
「
加
茂
浦
」
は
そ
の
隣

村
鴨
村
を
流
れ
る
鴨
川
の
河
口
付
近
と
推
定
さ
れ

る
。
こ
の
う
ち
永
田
村
の
地
先
こ
そ
は
、
地
元
で

「
紅
葉
が
浦
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
あ
り
、
す
な

わ
ち
紅
葉
鮒
の
最
良
の
漁
場
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
「
長
田
浦
」
と
「
加
茂
浦
」
の
お
お
よ

浦
（
禰
ぶ
の
木
）
加
茂
浦
（
川
口
）
二
ヶ
所
」
で
あ

　
⑫

つ
た
。
つ
ま
り
近
世
の
堅
田
（
当
時
は
大
津
代
官

で長そ
あ　田　の

さ
ら
に
延
宝
六
年
（
一
六
七
九
）
に
は
、
「
御
公
用

之
網
引
場
と
申
候
は
惣
て
煎
汁
の
み
な
ら
ず
、
高

島
郡
大
溝
浦
工
部
隼
人
様
御
領
地
に
二
ヶ
所
私
共

⑪

往
古
よ
り
支
配
地
御
座
候
…
…
」
と
あ
り
、
そ
の

二
ヶ
所
と
は
「
大
溝
領
上
様
御
用
之
網
場
　
長
田

で
漁
に
出
向
い
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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琵琶湖の自然環境からみた中世堅田の漁携活動（｛左野）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

い
て
は
中
盤
音
羽
庄
の
う
ち
と
す
る
説
と
庄
域
外
と
す
る
説
が
並
立
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
音
羽
庄
と
近
接
す
る
位
遣
と
い
え
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
近
世
堅
田
の
二
漁
場
こ
そ
は
、
中
世
音
羽
庄
と
の
相
論
対
象
と
な
っ
た
中
社
の
網
地
「
庭
地
・
聖
地
」
に
相
当
す
る
も
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
（
「
舶
茂
浦
」
の
名
称
も
注
目
さ
れ
る
）
。
つ
ま
り
、
か
つ
て
の
津
西
供
祭
の
た
め
の
漁
場
が
、
近
世
に
は
将
軍
家
へ
の
献
上
紅

葉
鮒
の
漁
場
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
建
久
年
間
と
延
宝
で
は
お
よ
そ
四
八
○
年
の
開
き
が
あ
る
が
、
し
か
し
地
形
や
湖
流
弊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
自
然
条
件
が
大
き
く
変
化
し
な
い
限
り
は
、
魚
類
の
生
態
と
生
息
地
は
変
わ
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
勝
野
か
ら
舟
木
～
帯
の
湖
棚
地
形
に
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

つ
く
フ
ナ
漁
場
と
し
て
の
優
良
性
は
、
中
近
世
を
通
じ
て
継
続
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
近
世
だ
け
で
な
く
す
で
に
＝
一
世
紀
段
階
に
お
い
て
、
堅
田
は
遠
方
の
地
に
最
良
の
網
地
を
確
保
し
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
や
は
り
他
村

を
凌
駕
す
る
漁
携
技
術
、
す
な
わ
ち
小
糸
網
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
近
世
の
「
長
田
身
偏
と
「
加
茂
浦
」
は
、
「
御
公
用
之

　
　
⑯

網
引
場
扁
と
の
表
記
に
よ
れ
ば
地
引
網
漁
場
と
み
ら
れ
る
が
、
し
か
し
伊
賀
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
地
引
網
漁
場
は
小
糸
網
に
も
適
し
た
場
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

で
あ
り
、
両
者
は
同
じ
獲
物
を
め
ぐ
っ
て
競
合
す
る
関
係
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
堅
田
の
こ
の
二
漁
場
で
も
、
地
引
網
以
上
に
小
糸
網
が
行

使
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
音
羽
庄
申
入
ら
に
よ
っ
て
「
七
去
」
ら
れ
た
堅
田
の
網
と
は
、
大
人
数
に
よ
っ
て
曳
か
れ
る
地
引
網
で
は
な

く
、
湖
中
に
一
晩
設
置
さ
れ
る
小
糸
網
の
方
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
勝
野
一
舟
木
間
の
湖
棚
地
形
の
場
合
、
水
深
と
網
の
規
模
か
ら
考
え
て
、
地
引
網
の
使
用
は
湖
岸
か
ら
約
～
・
五
㎞
以
内
の
水
域
に
限
ら
れ

る
。
し
か
し
小
糸
網
な
ら
ば
、
二
㎞
以
上
沖
の
水
深
二
五
膿
付
近
で
も
設
置
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
沖
合
で
フ
ナ
を
先
取
り
で
き
る
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

糸
網
は
、
湖
岸
の
村
誌
に
漁
獲
圧
を
及
ぼ
し
、
相
論
を
引
き
起
こ
す
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
近
世
に
も
多
々
記
録
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
橋

本
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
中
世
に
音
羽
庄
の
よ
う
な
漁
携
特
権
を
持
た
な
い
一
般
荘
民
も
自
身
の
網
地
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ

⑳う
。
し
か
し
そ
の
沖
合
で
は
堅
田
が
小
糸
網
に
よ
っ
て
フ
ナ
を
先
取
り
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
む
し
ろ
こ
の
行
為
自
体
が
音
羽
庄
側
の
反
発

を
招
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　
以
上
の
推
定
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
＝
一
世
紀
の
音
羽
庄
と
堅
田
の
相
論
と
は
、
橋
本
の
い
う
よ
う
に
真
に
双
方
の
「
対
等
」
な
相
論
だ
っ
た
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の
か
疑
問
が
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
音
羽
庄
の
地
引
網
”
一
般
集
信
に
よ
る
浅
水
域
の
漁
法
と
、
堅
田
漁
船
民
の
小
糸
網
と
い
う
深
水
域
の

漁
法
で
は
、
漁
携
可
能
水
深
の
観
点
か
ら
は
決
し
て
門
対
等
」
と
は
い
え
ず
、
沖
取
り
が
で
き
た
堅
田
の
漁
獲
上
の
優
位
性
は
明
白
な
の
で
あ

る
。
小
糸
網
が
鎌
倉
初
期
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
堅
田
の
優
位
性
も
中
世
前
期
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に

な
り
、
橋
本
の
指
摘
す
る
「
脆
弱
な
中
世
前
期
の
堅
田
皆
掛
」
と
は
異
な
る
姿
が
み
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

＠＠o

一
章
注
①
網
野
論
文
。

一
章
注
⑨
。

「
賀
茂
社
諸
國
神
戸
記
」
建
久
七
年
二
月
日
、

鴨
社
供
祭
人
堅
田
浦
神
人
等
陳

　
状
写
。

④
「
賀
茂
社
諸
国
神
戸
記
」
年
未
詳
十
二
月
二
十
日
、
下
司
光
貞
書
状
写
。
橋
本

　
（
一
章
注
⑨
）
は
こ
れ
を
前
掲
注
①
陳
状
の
前
年
、
建
久
六
年
の
も
の
と
推
定
し

　
て
い
る
。

⑤
当
地
を
訪
れ
た
紫
式
部
に
よ
っ
て
も
、
「
三
尾
の
海
に
網
引
く
民
の
い
と
ま
な

　
く
　
た
ち
み
に
つ
け
て
都
恋
し
も
駄
（
『
紫
式
部
集
』
）
と
し
て
付
近
で
の
地
引
網

　
操
業
の
様
子
が
詠
ま
れ
て
い
る
（
次
節
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
音
羽
庄
付
近

　
は
勝
野
と
呼
ば
れ
、
ま
た
『
万
葉
集
㎞
に
門
高
嶋
の
三
尾
の
勝
野
の
…
…
」
と
あ

　
る
よ
う
に
三
尾
と
も
呼
称
さ
れ
て
い
た
）
。

⑥
こ
の
相
論
に
お
け
る
堅
田
側
の
網
が
刺
網
↑
小
糸
網
）
で
あ
っ
た
可
能
性
に

　
つ
い
て
は
、
橋
本
も
一
章
注
⑨
に
お
い
て
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
二
〇
〇
七

　
年
科
研
集
会
で
の
氏
の
口
頭
発
表
時
に
、
筆
者
が
提
起
し
た
点
で
あ
る
こ
と
を
付

　
記
し
て
お
く
（
小
糸
網
が
堅
田
の
網
漁
を
特
徴
づ
け
る
漁
法
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

　
一
章
注
⑪
拙
稿
で
も
す
で
に
指
摘
し
た
。
）
。
な
お
氏
は
一
章
注
⑨
論
文
で
、
音
羽

　
庄
側
の
讐
五
位
椿
網
地
」
も
門
夜
中
に
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
刺
網
漁
で
あ

　
つ
た
可
能
性
が
商
い
」
と
し
て
い
る
が
、
琵
琶
湖
岸
で
は
地
引
網
も
夜
中
に
操
業

　
さ
れ
る
例
が
多
く
あ
る
た
め
、
夜
問
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
刺
網
漁
と
断
定
す
る

　
こ
と
は
で
き
な
い
。
琵
琶
湖
の
刺
網
は
近
世
初
期
ま
で
は
堅
田
の
み
が
持
っ
て
い

　
た
技
術
で
あ
っ
た
こ
と
も
前
述
し
た
逓
り
で
あ
る
。

⑦
「
葛
野
山
文
書
扁
長
久
三
年
十
二
月
二
十
日
、
寂
楽
寺
宝
蔵
物
紛
失
乙
案
（
『
平

　
｛
女
遺
文
㎞
補
一
六
六
口
写
）
。

⑧
文
献
D
と
E
に
、
春
夏
の
「
マ
ブ
ナ
」
を
秋
冬
に
は
モ
ミ
ジ
ブ
ナ
と
呼
ん
だ
、

　
と
の
記
述
が
あ
る
の
が
手
が
か
り
と
な
る
。
同
じ
く
こ
れ
ら
近
世
の
地
誌
類
に
よ

　
れ
ば
、
「
マ
ブ
ナ
」
と
は
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
の
こ
と
を
指
し
（
県
下
で
は
今
日
で

　
も
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
を
マ
ブ
ナ
と
呼
ぶ
地
域
が
多
い
）
、
紅
葉
鮒
を
精
密
に
写
生

　
し
た
明
治
初
期
の
『
近
江
水
産
図
譜
』
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
黒
闇
の
高
さ
か
ら
ニ

　
ゴ
ロ
ブ
ナ
で
は
な
く
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
と
粉
翻
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

⑨
他
に
竹
生
島
大
浦
の
辺
り
（
D
）
、
ま
た
は
湖
北
と
沖
嶋
辺
り
（
1
）
と
す
る

　
文
献
も
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
堅
田
か
ら
は
離
れ
た
北
湖
で
あ
る
。
な
お
文
献
G

　
の
朽
木
に
つ
い
て
は
、
山
中
の
河
川
沿
い
で
あ
る
た
め
誤
り
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

　
れ
る
。

⑩
二
章
注
⑭
。

⑪
　
「
西
之
切
軍
楽
神
社
文
書
」
延
宝
六
年
二
月
、
西
之
切
御
公
用
網
引
場
二
就
キ

　
訴
状
（
一
章
注
②
㎎
江
州
堅
田
漁
業
史
料
㎞
二
四
一
号
）
。

⑫
「
西
之
切
神
田
神
社
文
書
」
延
宝
五
年
十
～
月
、
江
州
諸
浦
東
西
大
網
川
場
上

　
中
下
覚
（
一
章
注
②
呪
江
州
堅
田
漁
業
史
料
㎞
一
一
三
九
号
）
。

⑬
膳
所
藩
の
命
に
よ
り
実
地
調
査
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
、
寒
川
辰
清
㎎
近
江

　
輿
地
志
略
㎞
（
享
保
一
九
年
成
立
）
に
よ
る
。

⑭
こ
の
地
域
に
は
「
三
ツ
矢
千
軒
」
と
呼
ば
れ
る
水
没
村
伝
承
が
あ
り
、
寛
文
二
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年
（
～
六
六
二
）
の
地
震
に
伴
う
液
状
化
あ
る
い
は
地
す
べ
り
に
よ
っ
て
、
三
ツ

　
矢
集
落
地
先
の
砂
州
の
一
部
が
沈
下
し
た
と
推
定
す
る
説
が
出
さ
れ
て
い
る
（
林

　
博
道
・
釜
井
俊
孝
・
原
口
強
『
地
震
で
沈
ん
だ
湖
底
の
村
匝
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、

　
二
〇
＝
｝
〉
。
こ
の
地
震
の
影
響
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
上
記
の
湖
棚
地
形
の
基

　
盤
構
造
自
体
に
つ
い
て
は
大
き
な
変
化
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。

⑮
当
地
に
近
い
高
島
郡
三
尾
崎
の
白
顎
明
神
を
舞
台
と
し
た
能
「
白
髭
」
の
間
狂

　
言
「
勧
進
聖
」
に
お
い
て
、
湖
の
水
神
の
使
い
と
し
て
「
大
野
」
が
現
れ
る
こ
と

　
に
注
痘
し
た
い
。
鮒
は
「
そ
れ
我
が
朝
に
美
物
の
数
は
多
け
れ
ど
　
中
に
異
な
る

　
近
江
鮒
の
　
瞼
の
味
こ
そ
勝
れ
た
れ
」
と
舞
い
、
明
神
に
寄
進
を
し
た
道
者
た
ち

　
の
舟
の
綱
を
口
に
く
わ
え
て
、
「
堅
田
の
浦
」
に
引
き
着
け
て
京
に
上
ら
せ
る
筋

　
書
き
と
な
っ
て
い
る
（
詞
章
は
野
々
村
戒
三
・
安
藤
常
次
郎
編
『
狂
言
集
成
』
春

　
陽
堂
、
一
九
三
一
に
よ
る
）
。
中
世
に
お
け
る
当
地
の
フ
ナ
漁
場
と
し
て
の
位
概

　
づ
け
を
示
唆
す
る
よ
う
で
興
味
深
い
。

⑯
前
掲
注
⑪
。

⑰
｝
章
注
④
翻
八
五
頁
。

⑱
戦
前
に
お
け
る
琵
琶
湖
の
コ
イ
・
フ
ナ
郭
大
地
引
網
の
大
き
さ
は
、
約
一
八
工

　
O
m
で
あ
る
（
二
章
注
⑳
に
よ
る
）
。

⑲
一
章
注
②
四
半
州
堅
田
漁
業
史
料
』
。
一
章
注
④
。

⑳
　
橋
本
道
範
「
中
世
に
お
け
る
琵
琶
湖
漁
携
の
実
態
と
そ
の
歴
史
的
意
義
一
湖

　
辺
エ
コ
ト
ー
ン
の
漁
携
を
中
心
に
」
月
刊
地
球
二
三
－
六
、
二
〇
〇
一
、
四
＝
二

　
－
四
一
八
頁
。
一
章
注
⑨
。

琵琶湖の自然環境からみた中世堅田の漁携活動（佐野）

四
　
中
世
菅
浦
と
堅
国
と
の
漁
業
相
論

1

菅
浦
「
浦
前
」
で
の
網
漁

　
前
章
ま
で
の
分
析
に
よ
っ
て
、
中
世
堅
田
の
感
量
の
特
質
を
理
解
す
る
に
は
、
漁
場
の
水
深
と
そ
れ
に
対
応
し
う
る
漁
携
技
術
の
存
在
が
鍵

と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
章
で
は
中
世
堅
田
の
関
わ
っ
た
別
の
相
論
事
例
に
つ
い
て
分
析
し
、
中
世
の
琵
琶
湖
油
島
に
お
け
る
堅

田
の
位
置
づ
け
を
さ
ら
に
解
明
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
分
析
の
対
象
と
な
る
の
は
、
中
世
惣
村
と
し
て
著
名
な
菅
浦
と
の
相
論
で
あ
る
。
「
高
倉
院
御
宇
」
の
成
立
と
主
張
す
る
菅
浦
供
御
人
は
、

＝
二
世
紀
以
降
蔵
人
所
・
内
蔵
寮
供
御
人
と
し
て
の
活
躍
が
確
認
さ
れ
る
が
、
堅
田
と
の
間
で
幾
度
か
漁
業
相
論
を
起
こ
し
て
い
る
。
年
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

判
明
す
る
最
も
古
い
事
例
は
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
八
月
の
も
の
で
、
「
菅
浦
庄
供
御
人
等
供
御
役
誓
約
状
」
に
よ
れ
ば
、
菅
浦
供
御
人
ら
は

も
っ
ぱ
ら
湖
上
の
漁
を
し
て
渡
世
の
と
こ
ろ
、
「
堅
田
浦
漁
人
等
や
や
と
も
す
れ
ば
違
乱
を
い
た
す
の
間
、
彼
の
煩
を
断
絶
の
た
め
」
、
そ
の
身
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を
供
御
人
と
号
し
て
、
鯉
三
〇
喉
を
は
じ
め
、
麦
・
枇
杷
・
大
豆
を
毎
年
貢
進
ず
る
こ
と
を
誓
約
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
堅
田
は
建
武
二
年

以
前
か
ら
、
菅
浦
の
漁
場
に
出
没
し
、
漁
を
脅
か
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
堅
田
の
違
乱
は
そ
の
後
も
続
き
、
応
永
四
年
（
一
三
九
七
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

も
菅
浦
と
の
間
で
「
海
上
相
論
」
の
う
え
、
「
す
な
ど
り
の
し
し
は
う
し
（
四
至
榜
示
ご
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
「
堅
田
浦
漁
人
等
」
の
「
違
乱
」
の
内
容
、
す
な
わ
ち
堅
田
側
の
漁
携
の
実
態
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
す
の
は
、
年
不
明
の
菅
浦
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
等
五
通
で
あ
る
（
「
菅
浦
文
書
」
三
九
二
号
～
三
九
六
号
）
。

　　　　　　　　　図5　菅浦集落付近の水深

昭和37年国土地理院「湖沼図」に一部加筆。

こ
の
相
論
の
内
容
を
要
約
す
る
と
、
往
古
よ
り
「
此
浦
十
八

丁
之
内
」
は
堅
田
方
の
網
を
打
た
せ
ぬ
所
だ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
「
去
月
よ
り
夜
々
二
あ
ミ
を
打
候
間
」
、
若
者
等
が

無
念
に
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
月
七
日
つ
い
に
「
日
中
二

於
浦
前
」
で
網
を
打
っ
た
た
め
、
若
者
ら
が
走
り
出
て
「
あ

ミ
三
二
」
を
奪
っ
た
。
そ
の
折
の
狼
籍
に
よ
り
「
堅
田
の
物

ど
も
あ
ま
た
に
ん
し
や
う
せ
ら
れ
、
舟
を
う
ち
や
ふ
ら
れ
」

た
た
め
、
堅
田
の
武
力
報
復
を
恐
れ
た
謹
撰
で
は
、
京
極
被

官
安
養
寺
氏
や
日
吉
祀
官
樹
下
氏
な
ど
各
方
面
に
協
力
を
要

請
し
た
。
そ
の
依
頼
文
が
こ
れ
ら
の
書
状
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
当
事
件
の
起
こ
っ
た
の
は
三
・
四
月
頃
と
推
定
さ
れ
る
が
、

堅
田
が
菅
浦
の
「
浦
前
」
で
打
っ
た
と
い
う
「
あ
ミ
」
を
理

解
す
る
に
は
、
ま
ず
は
菅
浦
付
近
の
自
然
条
件
と
湖
底
地
形

に
つ
い
て
分
析
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
三
浦
の
周
辺
は
沈
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降
性
の
湖
岸
で
あ
り
、
急
崖
が
湖
に
落
ち
込
む
地
形
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
急
深
の
湖
岸
が
続
い
て
お
り
、
図
5
に
み
る
よ
う
に
集
落
前

の
水
深
は
、
岸
か
ら
一
〇
〇
m
以
内
で
も
三
〇
m
と
い
う
深
さ
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
水
域
す
な
わ
ち
「
浦
前
」
に
て
、
堅
田
は
愚
な

夜
な
「
あ
ミ
を
打
」
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
浅
い
水
域
で
し
か
使
え
な
い
投
網
や
地
引
網
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ
の
深
さ
で
も
使

用
可
能
な
網
と
は
、
前
章
ま
で
の
考
察
に
み
る
ご
と
く
小
糸
網
以
外
に
は
考
え
に
く
い
。

　
寒
雲
は
違
乱
の
証
拠
と
し
て
堅
田
の
「
あ
ミ
三
田
」
を
奪
っ
て
い
る
が
、
地
引
網
と
は
異
な
り
小
型
で
長
時
間
湖
中
に
放
置
さ
れ
る
小
糸
網

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
、
相
論
相
手
の
村
落
に
奪
い
取
ら
れ
る
場
合
が
多
々
あ
っ
た
こ
と
が
近
世
の
事
例
か
ら
知
ら
れ
る
。
事
件
の
あ
っ
た
三
・
四
月
頃
の
小
糸
網

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
つ
え

と
は
、
産
卵
期
に
接
岸
し
て
く
る
コ
イ
・
フ
ナ
の
漁
期
に
合
致
し
て
い
る
。
菅
浦
住
民
自
身
は
、
お
そ
ら
く
笙
な
ど
の
原
始
的
な
待
ち
受
け
漁

旦
ハ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
接
岸
魚
群
を
湾
奥
の
水
田
近
く
で
捕
獲
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
堅
田
漁
民
た
ち
は
、
小
糸
網
を
使
っ
て
、

こ
れ
ら
を
よ
り
沖
側
に
お
い
て
抱
卵
状
態
の
ま
ま
で
先
取
り
し
ょ
う
と
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
上
記
の
文
書
は
年
紀
を
欠
く
も
の
の
、
こ
の
事
件
の
起
こ
っ
た
年
代
に
つ
い
て
田
中
克
行
は
、
他
の
文
書
群
と
の
関
係
か
ら
応
永
五
・
六
年

　
　
　
　
　
　
　
⑥

頃
と
推
定
し
て
い
る
。
一
四
世
紀
末
の
堅
田
は
、
琵
琶
湖
最
北
の
菅
浦
地
先
ま
で
手
を
伸
ば
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
堅
田
の
「
違
乱
」
は

こ
れ
よ
り
も
前
の
時
代
、
建
武
二
年
以
前
か
ら
発
生
し
て
い
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
堅
田
に
よ
る
琵
琶
湖
北
部
へ
の
漁
場
拡
大
の
動
き
は
、

鎌
倉
期
に
も
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

2
　
延
縄
漁
と
水
深

加
え
て
問
題
と
な
る
の
は
、
堅
田
が
一
四
世
紀
の
琵
琶
湖
北
部
で
、
小
糸
網
よ
り
さ
ら
に
深
い
水
域
で
も
操
業
で
き
る
著
長
技
術
を
持
っ
て

い
た
可
能
性
で
あ
る
。
こ
こ
で
前
節
で
も
触
れ
た
応
永
四
年
（
一

て
詳
し
く
取
り
上
げ
た
い
。

　
　
門
史
料
1
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

三
九
七
）
の
「
す
な
ど
り
の
し
し
は
う
し
（
四
声
榜
示
）
」
の
契
約
状
に
つ
い
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（
隷
趙
あ
証
文
之
状
L

近
江
国
堅
田
与
菅
浦
海
上
相
論
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
湖
〕
　
　
（
　
漁
　
　
〉
　
（
四
至
榜
示
）

右
契
約
之
趣
者
、
海
津
之
地
頭
所
之
御
媒
介
仰
申
、
潮
上
の
す
な
と
り
の
し
し
は
う
し
を
煮
干
処
刑
此
、
然
塩
津
口
難
論
＃
大
崎
同
・
海
津
前
不
可
子
細
者

也
、
就
中
小
野
江
・
片
山
ほ
う
ち
や
う
被
直
差
候
条
、
殊
更
以
喜
悦
候
、
然
間
此
上
者
海
上
す
な
と
り
に
よ
て
、
脚
難
為
、
子
々
孫
々
違
乱
妨
斎
日
、
更
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
至
〕

不
可
有
者
也
、
但
為
後
年
証
拠
明
鏡
四
時
は
う
し
状
如
件
、

今
堅
田

西
　
浦

惣
　
領

道
賢
（
花
押
）

　
妙
願
（
花
押
）

　
道
寂
（
花
押
）

　
道
満
（
花
押
）

次
郎
左
衛
門
（
花
押
）

道
信
（
花
押
）

道
観
（
花
押
）

道
忍
（
花
押
）
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応
永
四
年
十
一
月
廿
四
日

　
こ
の
書
状
の
末
尾
に
は
堅
田
側
の
署
名
が
あ
る
が
、
署
名
の
前
に
つ
け
ら
れ
た
堅
田
内
部
の
地
域
名
称
に
は
「
今
堅
田
」
「
西
浦
」
「
惣
領
」

の
三
つ
が
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
近
世
の
「
今
堅
田
」
・
「
西
ノ
切
扁
・
「
宮
ノ
切
」
の
原
型
を
指
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

「
宮
ノ
切
」
は
亭
亭
に
は
従
事
せ
ず
、
堅
田
四
方
の
「
惣
領
」
と
し
て
事
の
処
理
に
あ
た
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歯
面
の
漁
場

に
侵
入
し
た
の
は
、
「
今
堅
田
」
と
「
西
浦
」
の
漁
携
民
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
「
西
浦
」
す
な
わ
ち
「
西
ノ
切
」
は
小
糸
網
を
擁
し
た
集
団
で

あ
り
、
前
節
で
の
小
糸
網
に
よ
る
漁
場
違
乱
の
可
能
性
を
裏
付
け
る
も
の
と
い
え
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
段
階
で
す
で
に
「
今
堅
田
」

も
「
す
な
ど
り
」
を
行
う
漁
携
集
団
と
し
て
確
立
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
今
堅
田
は
、
近
世
に
は
「
釣
猟
師
」
と
呼
ば
れ
た
よ
う
に
、
「
流
し
釣
」
す
な
わ
ち
延
縄
漁
を
主
力
と
し
た
集
団
で
あ
っ
た
。
網
野
は
、
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

仁
元
年
（
＝
一
〇
一
）
の
薬
師
寺
領
豊
浦
荘
内
浦
で
の
「
掛
釣
偏
に
関
す
る
鴨
社
と
日
吉
社
司
の
訴
え
を
堅
田
の
釣
漁
に
関
わ
る
も
の
と
み
て
、
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⑩

釣
猟
師
が
す
で
に
中
世
前
期
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
推
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
一
三
世
紀
の
「
漁
釣
」
が
、
近
世
の
延
縄
漁
と
同

一
の
漁
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
か
め
る
す
べ
は
な
く
、
堅
田
の
「
流
し
釣
」
が
確
実
に
中
世
前
期
ま
で
遡
る
こ
と
を
実
証
す
る
の
は
困
難
で
あ

る
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
限
界
を
認
識
し
つ
つ
も
、
網
野
の
説
に
従
っ
て
釣
猟
師
の
成
立
を
中
世
前
期
と
考
え
て
お
き
た
い
。
こ
の
推
定
が

正
し
い
な
ら
ば
、
「
今
堅
田
」
の
魚
心
民
た
ち
は
、
一
四
世
紀
段
階
に
は
菅
浦
付
近
で
も
延
縄
漁
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
提
起
さ
れ
る
。
そ

こ
で
、
以
下
に
中
世
に
お
け
る
堅
田
の
延
縄
漁
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　
琵
琶
湖
の
延
縄
漁
は
、
近
思
ま
で
「
今
堅
田
」
の
み
が
保
持
し
て
い
た
技
術
で
あ
っ
た
。
近
世
お
よ
び
近
代
の
史
料
に
よ
っ
て
釣
猟
師
の
技

術
を
概
観
す
る
と
、
延
縄
と
は
一
本
の
親
愛
に
多
数
の
枝
糸
を
つ
け
、
そ
の
先
端
に
釣
り
針
を
と
り
つ
け
た
も
の
で
、
親
糸
の
長
さ
は
約
三
㎞
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

釣
り
針
の
数
は
二
百
～
千
本
に
及
ぶ
。
こ
の
親
糸
を
さ
ら
に
四
本
つ
な
げ
て
、
合
計
～
○
㎞
以
上
も
の
長
さ
の
糸
を
湖
中
に
沈
め
る
、
広
大
な

水
面
を
必
要
と
し
た
漁
で
あ
っ
た
。
こ
の
漁
法
の
最
大
の
特
徴
は
、
小
糸
網
よ
り
も
さ
ら
に
深
い
水
域
で
の
操
業
が
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
ウ

ナ
ギ
や
ナ
マ
ズ
、
コ
イ
を
対
象
と
す
る
延
縄
は
水
深
三
〇
m
ま
で
の
水
域
で
行
わ
れ
、
さ
ら
に
十
月
か
ら
三
月
の
ビ
ワ
マ
ス
漁
は
、
水
深
六
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

m
内
外
と
い
う
深
い
水
域
で
行
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
延
縄
漁
は
、
広
大
で
か
つ
水
深
の
あ
る
北
湖
を
主
な
漁
場
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
、
琵
琶
湖
の
北
湖
と
は
固
有
種
た
る
ビ
ワ
マ
ス
と
イ
ワ
ト
コ
ナ
マ
ズ
の
主
な
生
息
地
で
あ
り
、
特
に
前
近
代
に
こ

れ
ら
二
種
を
味
覚
の
よ
い
晩
秋
～
冬
期
に
捕
獲
で
き
た
の
は
、
竹
生
島
か
ら
菅
浦
沖
を
漁
場
と
し
た
堅
田
の
延
縄
漁
の
み
に
限
ら
れ
た
と
い
う

　
　
　
　
⑯

事
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
菅
浦
の
沖
合
域
と
は
、
延
縄
漁
に
と
っ
て
は
琵
琶
湖
申
で
最
良
と
も
い
え
る
漁
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
近

世
・
近
代
の
「
今
堅
田
」
の
釣
猟
師
た
ち
は
、
舟
に
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
こ
の
遠
い
漁
場
ま
で
往
来
し
て
お
り
、
月
に
一
度
し
か
堅
田
に
帰
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

な
い
湖
上
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
い
う
。
応
永
四
年
（
一
三
九
七
）
の
史
料
1
に
「
西
浦
」
と
並
ん
で
「
今
堅
田
」
の
署
名
の
あ
る
こ
と
は
、

釣
猟
師
た
ち
の
こ
の
よ
う
な
生
業
形
態
が
、
す
で
に
～
四
世
紀
段
階
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
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3
菅
浦
の
四
至
の
意
義

　
「
今
堅
田
」
の
延
縄
漁
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
彼
ら
の
漁
獲
対
象
魚
種
の
う
ち
に
コ
イ
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
釣
猟
師
た
ち
は
一
年
を
通
じ
て
延
縄
漁
を
行
い
、
季
節
ご
と
の
魚
種
を
捕
獲
し
て
い
た
が
、
コ
イ
は
秋
期
九
月
・
十
月
の
主
要
漁
獲
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
秋
期
の
コ
イ
が
、
内
蔵
寮
供
御
人
と
し
て
の
菅
浦
の
貢
納
物
と
重
な
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

い
。
前
述
の
よ
う
に
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
の
菅
浦
の
貢
納
物
に
は
、
麦
・
枇
杷
・
大
豆
等
に
加
え
、
二
三
〇
喉
が
み
ら
れ
、
曲
浦
自
身
の

漁
獲
物
の
中
心
が
コ
イ
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
中
世
菅
浦
の
暴
政
活
動
に
つ
い
て
詳
し
い
記
録
は
伝
存
し
な
い
が
、
し
か
し
菅
浦
文
書
中
に
は
そ
の
手
が
か
り
と
な
る
文
言
が
残
さ
れ
て
い

⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
。
永
仁
五
年
十
二
月
十
一
日
に
塩
津
地
頭
熊
谷
氏
が
湯
浦
に
乱
入
し
「
令
濫
妨
漁
」
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
裁
許
を
下
し
た
六
波
羅
探
題
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

教
書
で
は
、
こ
れ
を
「
蔵
人
所
近
江
国
菅
浦
供
御
人
等
申
鈎
事
」
と
記
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
す
で
に
蔵
持
重
裕
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

菅
浦
の
漁
法
は
冬
期
の
釣
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
今
日
菅
浦
で
行
わ
れ
て
い
る
延
縄
漁
は
大
正
末
期
に
堅
田
よ
り
伝
授
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
も
の
で
あ
り
、
近
世
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
は
な
い
。
筆
者
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
菅
浦
に
は
延
縄
と
は
全
く
異
な
る
素
朴
な
コ
イ

の
岸
釣
り
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
八
月
中
旬
以
降
十
　
月
ま
で
の
問
、
湖
岸
よ
り
五
〇
m
以
内
の
水
域
で
簡
単
な
仕
掛
け
で
獲
る
も
の
で
あ
っ
た

　
　
⑬

と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
元
来
菅
浦
の
持
つ
漁
携
技
術
は
沿
岸
で
の
原
初
的
な
漁
法
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
沈
降
地
形
に
よ
っ
て
湖

岸
近
く
で
も
＝
疋
の
水
深
が
あ
っ
た
た
め
に
、
秋
冬
期
に
は
深
み
に
い
る
は
ず
の
コ
イ
を
釣
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
た
が
っ
て
中
世
菅
浦
の
漁
携
活
動
は
、
他
地
域
と
同
様
に
春
の
産
卵
接
岸
群
を
狙
う
コ
イ
・
フ
ナ
の
漁
と
、
さ
ら
に
秋
冬
期
の
岸
か
ら
の

コ
イ
釣
り
が
主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
漁
掛
対
象
の
点
で
堅
田
と
競
合
す
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
春
の
コ
イ
・
フ

ナ
は
「
西
ノ
切
」
の
小
糸
網
漁
と
、
ま
た
秋
冬
の
コ
イ
釣
り
は
「
今
堅
田
」
の
延
縄
漁
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
沖

合
で
堅
田
に
先
取
り
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
呉
下
が
そ
の
漁
獲
圧
を
受
け
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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図6　菅浦と堅田との「すなどりのししはうし（四至榜示）」

口
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
は
図
6
の
葛
籠
尾
崎
の
東
側
で
、

イ
ン
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
B
地
点
に
は
、
舟
揖
の
神
と
し
て
湖
上
の
漁
師
達
の
信
仰
を
集
め
た
有
漏
神
社
が
位
置
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

行
上
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
有
漏
神
社
は
堅
田
の
漁
民
に
も
信
仰
さ
れ
て
お
り
、

　
そ
こ
で
こ
れ
を
排
除
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
方
策
が
、
一
一
の
建
武
二

年
（
一
三
三
五
）
の
「
菅
浦
庄
供
御
人
等
供
御
役
誓
約
状
」
で
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
。
「
堅
田
浦
漁
入
子
や
や
と
も
す
れ
ば
違
乱
を
い
た
す
の
間
、

彼
の
煩
を
断
絶
の
た
め
」
、
貢
進
と
引
き
替
え
に
供
御
人
と
し
て
保
証
を

受
け
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
こ
の
時
期
す
で
に
、
竹
浦

側
と
し
て
も
放
置
で
き
な
い
ほ
ど
堅
田
の
湖
北
で
の
漁
携
活
動
は
本
格
化

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
と
同
時
に
重
要
な
こ
と
は
、
菅
浦
の
住
民

達
が
内
蔵
寮
供
御
人
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鴨
社
御
厨
供
祭
人
た
る
堅

田
と
「
対
等
」
に
対
臥
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
意
思
は
前
掲
の
史
料
1
、
応
永
四
年
2
三
九
七
）
「
す
な
ど
り
の

し
し
は
う
し
」
か
ら
明
確
に
読
み
取
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
文
中
で
は
、

置
酒
と
堅
田
の
四
至
榜
示
を
「
塩
津
口
東
西
井
大
崎
同
海
津
前
」
と
表
記

し
て
い
る
。
「
大
崎
」
と
「
海
津
前
」
の
示
す
地
点
は
明
確
で
あ
る
が
、

問
題
と
な
る
の
は
「
塩
津
口
東
西
」
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
研
究
で
は
そ
の

詳
細
な
位
置
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
今
回
筆
者
が

地
元
で
聞
き
取
り
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
今
日
な
お
漁
師
達
の
間
で
「
塩
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
津
湾
の
中
程
の
A
－
B
を
結
ん
だ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
鳥
居
は
航

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詳
細
な
考
証
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
も
の
の
、
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筆
者
は
こ
の
A
－
B
の
ラ
イ
ン
を
中
世
の
「
塩
津
口
東
西
」
に
当
た
る
も
の
と
比
定
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
仮
定
の
も
と
で
堅
田
と
菅
浦
と
の

「
す
な
ど
り
の
し
し
は
う
し
」
を
復
原
す
る
と
、
図
6
の
点
線
で
示
し
た
範
囲
と
な
る
。

　
こ
の
図
に
つ
い
て
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
菅
浦
と
堅
田
と
の
漁
場
境
界
は
、
葛
籠
尾
崎
よ
り
東
側
の
塩
津
湾
に
お
い
て
は
水
深
三
〇
m
の
ラ

イ
ン
と
一
致
し
、
ま
た
西
側
の
菅
浦
前
面
か
ら
大
浦
下
側
に
か
け
て
は
、
水
深
六
〇
m
と
重
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
水
深
は

漁
掛
技
術
上
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
塩
津
湾
側
の
水
深
三
〇
m
を
境
界
と
す
る
線
引
き
に
つ
い
て
は
、
湾
奥
の
沿
岸
漁
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ

以
南
の
水
域
で
は
小
糸
網
あ
る
い
は
延
縄
漁
も
可
能
な
た
め
、
堅
田
側
に
と
っ
て
も
一
定
の
漁
場
確
保
の
意
味
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
　

方
、
玉
響
の
前
面
に
あ
た
る
大
浦
臆
断
に
関
し
て
は
、
境
界
と
な
っ
た
六
〇
m
と
は
延
縄
漁
に
と
っ
て
も
限
界
の
水
深
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
深

い
水
域
に
つ
い
て
は
堅
田
と
い
え
ど
も
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
六
〇
m
以
浅
の
水
域
か
ら
堅
田
を
閉
め
出
す
こ
と
と
は
、

沖
合
域
も
含
め
た
菅
浦
の
漁
場
全
体
か
ら
、
堅
田
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
従
来
の
研
究
で
は
、
上
の
四
至
決
定
の
意
義
に
つ
い
て
、
堅
田
側
が
菅
浦
を
地
先
の
漁
場
に
封
じ
こ
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
、
あ
る
い
は
逆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
堅
田
の
湖
上
特
権
が
制
限
さ
れ
た
も
の
と
の
解
釈
が
対
立
し
て
き
た
。
水
深
と
会
解
技
術
の
分
析
か
ら
は
、
筆
者
の
見
解
は
後
者
に
近
く
、

特
に
葛
籠
尾
崎
以
西
の
菅
浦
前
面
の
漁
場
に
つ
い
て
は
、
堅
田
を
完
全
に
閉
め
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
菅
浦
に
よ
る
漁
場
独
占
の
確
立
と
い
う

意
義
が
見
い
だ
せ
る
。
つ
ま
り
中
世
の
豊
浦
は
、
自
己
の
直
面
す
る
水
域
か
ら
沖
合
も
含
め
て
堅
田
を
排
除
し
え
た
点
で
、
前
章
の
音
羽
蕃
民

と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
は
、
一
般
荘
園
と
は
異
な
る
内
蔵
寮
供
御
人
と
い
う
属
性
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
か
。
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①
建
武
二
正
月
、
菅
浦
供
御
人
等
申
状
案
、
「
菅
浦
文
書
」
二
八
六
号
（
以
下
、

　
菅
浦
文
書
の
引
用
は
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部
史
料
富
士
一
菅
浦
文
書
上
』
滋
賀

　
大
学
日
本
経
済
文
化
研
究
所
、
一
九
六
〇
の
文
書
番
号
に
よ
る
）
。

②
「
菅
浦
文
書
」
三
九
八
号
。

③
「
菅
浦
文
書
」
三
九
七
号
、

　
約
状
。

応
永
四
年
十
一
月
廿
四
日
、
堅
田
浦
・
菅
浦
庄
契
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④
伸
介
の
労
を
と
っ
た
景
元
の
書
状
（
「
菅
浦
文
書
偏
三
九
二
号
）
に
は
四
月
一

　
八
日
の
日
付
が
あ
り
、
景
一
7
5
宛
て
の
書
簡
で
あ
る
「
菅
浦
文
誉
し
三
九
五
号
に
つ

　
い
て
、
そ
の
返
礼
と
み
る
か
そ
れ
以
前
の
依
頼
状
と
解
釈
す
る
か
に
よ
っ
て
、
三

　
九
五
号
本
文
中
の
「
今
月
七
日
」
や
、
他
の
書
状
の
「
去
月
よ
り
夜
々
二
あ
ミ
を

　
打
候
」
の
月
が
変
わ
っ
て
く
る
。

⑤
一
章
注
②
『
江
州
堅
田
漁
業
史
料
』
。
一
章
注
④
。

⑥
田
中
克
行
『
中
世
の
惣
村
と
文
書
』
山
辮
出
版
社
、
一
九
九
八
、
五
七
－
五
八

　
頁
。

⑦
前
掲
注
③
。
な
お
本
稿
で
は
、
前
掲
注
⑥
田
中
に
よ
る
校
訂
に
従
っ
た
。

⑧
一
章
注
①
網
野
論
文
。

⑨
『
猪
熊
関
白
記
㎞
建
仁
元
年
八
月
十
四
日
条
（
『
大
日
本
古
記
録
』
猪
熊
関
白
記

　
三
）
。

⑩
一
章
注
①
網
野
論
文
。

⑪
二
章
注
⑳
。

⑫
二
章
注
⑳
。

⑬
滋
賀
県
教
育
委
員
会
編
㎎
琵
琶
湖
総
合
開
発
地
域
民
俗
文
化
財
特
別
調
査
報
告

　
書
二
　
び
わ
湖
の
専
業
漁
携
㎞
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
○
）
一
四
八
頁
。

⑭
イ
ワ
ト
コ
ナ
マ
ズ
は
そ
の
名
の
通
り
北
湖
の
岩
礁
地
帯
の
底
層
に
生
息
し
、
冬

　
場
は
深
所
で
過
ご
す
が
、
初
夏
の
産
卵
期
に
は
接
岸
し
て
く
る
た
め
エ
リ
で
も
捕

　
獲
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
味
覚
的
に
は
冬
が
最
上
と
さ
れ
る
（
前
掲
注
⑬
～
五
頁
）
。

　
ビ
ワ
マ
ス
は
成
熟
す
る
ま
で
の
四
・
五
年
間
を
北
湖
の
沖
合
中
層
で
過
ご
し
た
後
、

　
遡
河
し
て
十
月
か
ら
十
～
月
下
旬
に
産
卵
す
る
。

⑮
両
者
の
延
縄
漁
の
技
術
と
漁
場
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
⑬
一
七
〇
－
一
七
一
頁

　
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
ビ
ワ
マ
ス
に
つ
い
て
漁
師
は
、
湖
中
に
生
息
す
る
体
色
銀

　
白
色
の
も
の
を
「
マ
ス
」
、
繁
殖
期
の
婚
姻
色
の
出
た
個
体
を
「
ア
メ
ノ
ウ
オ
扁

　
と
呼
ん
で
明
確
に
区
朋
し
て
い
た
（
「
ア
メ
ノ
ウ
オ
」
は
簗
な
ど
で
容
易
に
捕
獲

　
さ
れ
る
が
産
卵
期
に
は
不
味
で
、
湖
中
の
門
マ
ス
」
の
方
が
資
源
価
値
が
高
か
っ

　
た
）
。
こ
の
門
マ
ス
」
の
捕
獲
に
つ
い
て
、
大
正
時
代
に
長
小
糸
網
が
．
発
明
さ
れ

　
る
ま
で
は
、
堅
田
の
延
縄
漁
に
頼
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
重
視
し
た
い
（
近
江

　
水
産
組
合
鴨
琵
琶
湖
漁
具
図
説
㎞
近
江
水
産
組
合
、
一
九
〇
九
）
。

⑯
　
一
章
注
②
、
一
章
注
④
。

⑰
前
掲
注
⑬
一
七
三
頁
。

⑱
前
掲
注
②
。

⑲
蔵
持
重
裕
明
中
世
村
の
歴
史
語
り
一
湖
国
「
共
和
国
」
の
形
成
史
㎞
吉
川

　
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
、
七
〇
－
七
一
頁
。

⑳
　
門
菅
浦
文
轡
」
七
三
一
号
、
永
仁
六
年
三
月
日
、
菅
浦
供
御
題
意
申
状
案
。

㊧
門
三
浦
文
書
」
五
九
号
・
六
四
号
・
六
五
号
・
七
三
二
号
・
七
三
三
号
・
七
三

　
四
号
・
七
三
六
号
・
七
三
七
号
。

⑫
　
前
掲
注
⑬
一
五
五
頁
。

⑬
　
菅
浦
在
住
の
島
田
均
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
な
お
今
日
で
は
コ
イ
漁
は
長
小
糸

　
網
や
網
モ
ン
ド
リ
で
の
漁
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
漁
法
自
身
は
み
る

　
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑳
　
島
田
均
氏
お
よ
び
漁
業
者
の
皆
様
の
ご
教
示
に
よ
る
。

⑮
　
平
凡
社
地
方
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
二
五
巻

　
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
九
一
、
一
〇
二
六
頁
。

⑯
　
一
章
注
①
網
野
論
文
、
一
章
注
⑤
、
一
章
注
⑥
。

⑳
　
一
章
注
⑬
新
行
論
文
。
一
章
注
⑭
二
三
七
頁
。
前
掲
注
⑥
六
六
買
。

⑱
　
す
で
に
田
中
の
指
摘
す
る
よ
う
に
（
前
掲
注
⑥
六
二
－
六
四
頁
）
、

　
四
年
の
四
至
契
約
状
は
菅
浦
の
漁
場
を
示
す
「
本
証
文
」
と
し
て
、

　
年
間
ま
で
の
長
き
に
渡
っ
て
生
き
続
け
て
お
り
、

　
定
の
持
つ
意
味
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

滋
賀
県
の

こ
の
応
永

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
後
慶
長

そ
の
こ
と
自
体
が
こ
の
四
至
決
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五
　
考
　
察
　
　
琵
琶
湖
の
水
深
構
造
と
漁
場
一

　
こ
こ
で
前
章
ま
で
の
分
析
に
基
づ
き
、
中
世
の
堅
田
鑑
識
の
実
態
と
琵
琶
湖
漁
業
に
お
け
る
そ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。

　
中
世
前
期
の
堅
田
の
漁
携
活
動
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
琵
琶
湖
で
の
自
由
な
漁
掛
特
権
を
持
つ
と
す
る
網

野
の
見
解
と
、
中
世
前
期
に
は
い
ま
だ
そ
の
特
権
は
確
立
せ
ず
、
む
し
ろ
脆
弱
な
集
団
だ
っ
た
と
す
る
橋
本
の
見
解
と
が
対
立
し
て
い
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
う
ち
橋
本
は
、
本
稿
第
三
章
で
取
り
上
げ
た
音
羽
庄
と
の
相
論
を
、
音
羽
荘
民
が
堅
田
と
「
対
等
に
相
論
し
て
い
た
」
と
し
、
よ
っ
て
陸
餌

と
水
域
と
の
推
移
帯
（
エ
コ
ト
ー
ン
）
で
は
堅
田
の
特
権
は
貫
徹
し
て
お
ら
ず
、
「
様
々
な
階
層
、
集
団
に
よ
る
漁
携
が
競
合
し
つ
つ
併
存
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
た
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
筆
者
が
指
摘
し
た
い
の
は
、
た
し
か
に
エ
コ
ト
ー
ン
に
お
い
て
は
黒
々
の
競
合
・
併
存
が
起
こ

り
う
る
も
の
の
、
実
際
の
堅
田
の
倉
掛
空
間
は
、
決
し
て
エ
コ
ト
ー
ン
だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
琵
琶
湖
の
よ
う
に
一
〇
〇
m
も
の
水
深
を
持
つ
構
造
湖
に
お
い
て
は
、
エ
コ
ト
ー
ン
と
し
て
の
沿
岸
域
の
み
な
ら
ず
、
沖
合
の
深
水
域
も
魚

類
の
生
息
珍
問
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
堅
田
は
こ
の
広
大
な
沖
合
域
の
う
ち
水
深
六
〇
m
ま
で
を
、
小
糸
網
と
延
縄
漁
の
技
術
に
よ
っ

て
中
世
前
期
以
来
独
占
的
な
漁
場
と
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　
堅
田
の
漁
携
可
能
水
深
の
六
〇
m
を
、
地
引
網
な
ど
の
漁
法
が
行
わ
れ
る
水
深
一
五
m
ま
で
と
対
比
さ
せ
つ
つ
利
用
可
能
面
積
と
し
て
示
せ

ば
、
図
7
の
よ
う
に
な
る
。
水
深
も
あ
り
、
か
つ
日
本
一
の
面
積
を
有
す
る
琵
琶
湖
で
は
、
堅
田
だ
け
の
専
用
漁
場
と
な
る
水
域
は
広
大
な
面

積
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
水
域
で
は
、
堅
田
は
他
の
集
団
と
「
競
合
」
や
「
併
存
」
す
る
こ
と
な
く
、
独
占
的
に
漁
携
を
行
い
え
た
の
で

あ
り
、
そ
の
優
位
性
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
β

　
そ
も
そ
も
水
深
一
五
m
ま
で
の
浅
水
域
の
漁
法
し
か
持
た
な
い
湖
岸
の
諸
村
落
と
、
沖
合
の
深
水
域
で
の
漁
獲
技
術
を
有
す
る
堅
田
と
は
決

し
て
「
対
等
」
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
湖
岸
で
の
漁
は
堅
田
に
よ
る
漁
獲
圧
に
さ
ら
さ
れ
、
水
揚
げ
量
や
漁
獲
時
期
の
点
で
不
利
と
な
る
か
ら

で
あ
る
。
小
糸
網
漁
が
鎌
倉
初
期
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
や
、
延
縄
漁
も
中
世
に
す
で
に
操
業
さ
れ
て
い
た
可
能
性
の
高
い
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＼
君

冨

f’t’

地引網の操業可能水深

堅田の漁法の操業可能水深

□
図

、
競
r

o一，ok一　！

図7　堅田の漁掛可能水深とその面積

原
初
的
な
技
術
の
み
で
面
掛
が
可
能
で
あ
っ
た
。
粟
津
側
は
内
膳
司
や
内
蔵
寮
の
供
御
人
と
な
る
こ
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

場
と
し
て
確
保
し
、
堅
田
を
排
除
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
の
で
は
な
い
か
と
憶
測
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
音
羽
庄
な
ど
の
一
般
荘
民
と
は
異
な
り
、
供
御
人
ら
の
漁
場
に
つ
い
て
は
堅
田
も
＝
疋
の
配
慮
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
い

っ
た
状
況
が
、
網
野
の
指
摘
し
た
琵
琶
湖
の
「
特
権
的
海
民
」
集
団
同
士
の
併
存
関
係
、
す
な
わ
ち
「
他
の
供
御
人
、
供
祭
人
、
神
人
な
ど
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

伍
し
て
、
そ
の
特
権
を
行
使
」
し
て
い
た
海
草
た
ち
の
実
態
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
菅
浦
・
粟
津
と
も
に
漁
携
技
術
は
浅

こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
堅
田
の
優
位
性
は
中
世

前
期
か
ら
存
続
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
た
だ
し
こ
の
堅
田
も
、
菅
浦
の
前
面
漁
場
で

は
沿
岸
域
お
よ
び
沖
合
域
か
ら
も
排
除
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
三
浦
は
内

蔵
寮
供
御
人
と
な
る
こ
と
で
、
堅
田
供
祭
人
と

「
対
等
」
な
関
係
を
打
ち
出
し
、
自
ら
の
漁
場

を
確
保
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は

触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
粟
津
供
御
人
と

の
関
係
性
に
つ
い
て
も
、
お
そ
ら
く
こ
れ
に
近

い
漁
場
確
保
の
状
況
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
粟
津
供
御
人
の
漁
場
と
な
っ
た

南
湖
南
部
は
、
平
均
水
深
が
五
m
に
満
た
な
い

浅
い
水
域
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
地
引
網
な
ど
の

　
　
　
　
　
こ
の
前
面
水
域
を
彼
ら
の
占
有
漁
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水
域
で
の
漁
法
に
と
ど
ま
る
段
階
で
あ
っ
た
た
め
、
堅
田
の
よ
う
に
北
界
の
沖
合
域
を
広
く
漁
場
と
す
る
こ
と
ば
不
可
能
で
あ
り
、
近
世
ま
で

の
琵
琶
湖
漁
業
に
お
い
て
堅
田
の
み
が
突
出
し
た
勢
力
を
持
ち
続
け
た
の
は
、
こ
の
点
に
一
つ
の
根
拠
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
な
お
、
沖
合
を
利
用
す
る
堅
田
の
漁
法
は
、
沿
岸
域
と
沖
合
域
と
い
う
空
間
的
側
面
に
と
ど
ま
ら
ず
、
年
間
生
業
暦
と
い
う
時
間
的
観
点
に

お
い
て
も
、
他
村
と
は
異
な
る
独
自
な
生
業
形
態
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
。
堅
田
で
は
春
か
ら
秋
冬
ま
で
の
魚
類
の
回
遊
を
追
っ
て
、
湖
上
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

移
動
し
年
中
操
業
す
る
専
業
性
の
高
い
漁
携
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
般
的
な
琵
琶
湖
岸
の
沿
岸
村
落
に
み
ら
れ
る
生
業
暦
、
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

コ
イ
科
魚
類
の
産
卵
期
の
み
待
受
型
漁
を
行
い
、
そ
れ
以
外
の
時
期
は
農
業
と
複
合
し
た
定
住
生
活
を
営
む
形
態
と
は
根
本
的
に
異
な
る
も
の

で
あ
る
。
琵
琶
湖
岸
に
は
類
似
の
生
業
形
態
の
村
が
み
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
も
、
堅
田
の
隔
絶
し
た
位
置
づ
け
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ

、
つ
。

　
な
お
、
堅
田
が
以
上
の
よ
う
に
専
業
的
な
漁
掛
形
態
を
い
っ
か
ら
と
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
「
賀
茂
社
諸
国
神
戸
記
」
の
建
久
応
問
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

記
述
が
参
考
に
な
る
。
堅
田
は
年
来
鴨
社
か
ら
毎
年
の
「
下
行
米
」
を
受
け
て
お
り
、
網
野
は
こ
れ
を
供
祭
貢
納
に
対
す
る
給
付
と
位
置
づ
け

　
　
⑧

て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
堅
田
の
漁
携
へ
の
専
従
性
の
高
さ
が
、
す
で
に
中
世
前
期
に
た
ど
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
橋
本
は
こ
の
点
に
関
し
、
魚
影
を
理
由
に
下
行
米
の
増
加
を
求
め
る
堅
田
の
文
言
か
ら
「
下
行
米
が
な
け
れ
ば
生
存
さ
え
も
が
成
り
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

た
な
い
と
い
う
差
し
迫
っ
た
も
の
」
と
解
釈
し
て
、
こ
れ
を
む
し
ろ
堅
田
漁
携
の
脆
弱
性
を
示
す
根
拠
と
し
て
い
る
。
中
世
前
期
の
堅
田
漁
携

が
実
態
と
し
て
脆
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
そ
の
判
断
基
準
は
、
橋
本
も
認
め
る
よ
う
に
「
あ
る
意
味
し
た
た
か
な
」
堅
田
側
の
主
張

の
み
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
琵
琶
湖
独
自
の
自
然
条
件
と
そ
れ
に
対
応
し
た
堅
田
の
漁
掛
技
術
の
な
か
で
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

・
つ
。
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＠e¢

一
章
注
⑧
。

一
章
注
⑧
・
⑨
。

申
世
の
粟
津
供
御
人
の
漁
場
範
囲
に
つ
い
て
明
示
す
る
史
料
は
存
在
し
な
い
が
、

　
し
か
し
近
世
段
階
で
は
そ
の
前
面
漁
場
の
地
引
網
の
権
利
は
地
元
村
落
に
あ
り
、

　
堅
田
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
（
尾
花
川
共
有
文
書
）
。

④
網
野
善
彦
「
近
江
国
船
木
北
浜
」
（
網
野
善
彦
『
日
本
中
世
都
市
の
世
界
㎞
筑



　
摩
書
房
、
二
〇
〇
一
）
三
二
四
頁
（
初
出
は
　
九
八
二
年
）
。

⑤
こ
の
堅
田
漁
携
の
専
業
性
の
高
さ
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。
筆
者
は
、

　
近
世
の
堅
田
四
方
が
居
住
地
区
分
で
あ
る
の
と
同
時
に
生
業
の
区
別
を
も
示
し
て

　
い
た
よ
う
に
（
廻
船
を
主
と
す
る
「
宮
ノ
切
一
と
、
漁
携
に
従
事
す
る
そ
れ
以
外

　
の
三
切
）
、
中
世
の
堅
田
で
も
廻
船
と
漁
携
の
従
事
者
と
は
分
化
し
て
い
た
と
推

　
興
し
て
い
る
。
そ
れ
は
湖
上
風
や
風
待
ち
日
数
と
い
っ
た
琵
琶
湖
独
自
の
自
然
条

　
件
に
規
定
さ
れ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
分
業
は
お
そ
ら
く
古
代
に
さ
か
の

　
ぼ
る
も
の
と
推
測
す
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
一
章
注
⑪
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ

　
た
い
。

⑥
琵
琶
湖
沿
岸
村
落
の
農
漁
複
合
生
業
形
態
に
つ
い
て
は
、
安
室
知
「
水
界
を
め

　
ぐ
る
稲
作
民
の
生
活
－
稲
作
民
に
よ
る
漁
携
活
動
の
意
味
」
信
濃
三
九
－
一
、

　
一
九
八
七
、
一
〇
⊥
一
六
頁
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑦
「
賀
茂
社
諸
国
神
戸
記
」
建
久
三
年
五
月
十
六
B
、
堅
田
供
祭
人
等
陳
状
写
、

　
お
よ
び
建
久
五
年
、
堅
田
供
祭
三
等
陳
状
写
。

⑧
一
章
注
①
網
野
論
文
。

⑨
一
章
注
⑨
。
ま
た
橋
本
は
堅
田
漁
携
の
「
脆
弱
性
」
の
も
う
一
つ
の
根
拠
と
し

　
て
、
「
鴨
社
の
沙
汰
が
な
け
れ
ば
襟
掛
も
貢
納
も
で
き
な
い
」
と
す
る
堅
田
の
主

　
張
を
あ
げ
て
い
る
（
一
章
注
⑨
V
。
し
か
し
橋
本
論
文
は
同
じ
こ
の
盲
壁
を
、
別
．

　
の
頁
で
は
「
「
沙
汰
」
が
な
け
れ
ば
漁
携
を
せ
ず
、
供
御
を
も
供
え
な
い
と
強
硬

　
に
主
張
す
る
よ
う
な
、
あ
る
意
味
し
た
た
か
な
一
面
」
と
も
評
し
て
い
る
（
一
章

　
注
⑨
）
。
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六
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
鴨
社
御
厨
で
あ
っ
た
近
江
国
堅
田
に
つ
い
て
、
そ
の
中
世
前
期
に
お
け
る
漁
携
活
動
の
実
態
を
琵
琶
湖
の
自
然
環
境
の
視
点
か
ら

解
明
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
具
体
的
に
は
琵
琶
湖
の
湖
底
地
形
お
よ
び
魚
類
の
生
態
行
動
と
堅
田
の
漁
携
技
術
段
階
と
を
照
合
し
、
中
世
前
期

の
堅
田
の
沖
合
域
で
の
漁
法
と
そ
の
利
用
可
能
水
深
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。

　
堅
田
は
中
世
前
期
か
ら
稀
少
な
秋
冬
期
の
フ
ナ
を
安
定
的
に
漁
獲
し
え
て
い
た
が
、
こ
れ
は
琵
琶
湖
岸
で
は
堅
田
の
み
が
保
持
し
て
い
た
小

糸
網
の
技
術
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
小
糸
網
に
加
え
、
さ
ら
に
深
水
域
で
の
操
業
が
可
能
な
延
縄
漁
の
技
術
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、

堅
田
は
一
般
荘
民
た
ち
の
及
ば
な
い
沖
合
域
で
産
卵
期
以
外
に
も
魚
類
を
沖
取
り
し
、
琵
琶
湖
漁
掛
に
お
け
る
絶
対
的
な
優
位
性
を
確
立
し
て

い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
中
世
前
期
の
堅
田
の
漁
携
活
動
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
構
造
湖
と
し
て
水
深
一
〇
〇
m
に
も
達
す
る
琵
琶
湖
の
自
然
条
件
と
、

そ
う
い
っ
た
水
深
の
あ
る
漁
場
に
適
応
し
た
堅
田
の
漁
携
技
術
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
堅
田
の
み
が
中
世
前
期
以
来
保
持
し
た
こ
れ
ら
技
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術
上
の
優
位
性
に
注
目
す
れ
ば
、
決
し
て
「
脆
弱
」
だ
っ
た
と
は
い
え
な
い
中
世
堅
田
の
漁
務
実
態
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
堅
田
の
漁
携
技
術
や
生
活
形
態
は
、
琵
琶
湖
の
沿
岸
村
落
の
な
か
で
は
き
わ
め
て
異
質
で
あ
り
、
漁
法
の
系
譜
上
で
も
孤
立

し
た
位
置
づ
け
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
堅
田
の
漁
携
技
術
は
琵
琶
湖
岸
で
自
然
発
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
海
域
か
ら
移
入
さ
れ
た
可
能
性
を

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
小
糸
網
と
類
似
の
刺
網
漁
は
、
瀬
戸
内
海
や
日
本
海
で
は
申
世
に
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
延
縄
漁
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
も
岡
様
で
あ
る
。
特
に
宇
治
川
・
瀬
田
川
に
は
小
規
模
で
は
あ
る
も
の
の
、
河
川
用
の
延
縄
漁
法
が
伝
存
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
技
術
が
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

阪
湾
・
淀
川
方
面
か
ら
伝
わ
っ
た
可
能
性
を
想
起
さ
せ
る
。
瀬
戸
内
海
は
じ
め
、
各
地
に
設
定
さ
れ
た
鴨
社
御
厨
か
ら
の
技
術
移
入
の
可
能
性

も
今
後
さ
ら
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
海
域
か
ら
の
瀬
音
技
術
の
移
入
と
は
、
す
な
わ
ち
彼
ら
が
消
費
地
た
る
京
の
冬
期
の
生
魚
需
要
に
応
え
る
べ
く
投
入
さ

れ
た
「
職
人
」
的
な
漁
民
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
古
代
中
世
の
京
で
生
食
さ
れ
た
魚
類
は
淡
水
魚
に
限

ら
れ
る
が
、
そ
の
代
表
で
あ
っ
た
ア
ユ
は
通
常
一
年
で
生
を
終
え
る
「
年
魚
」
で
あ
り
、
冬
期
に
成
魚
は
供
給
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
冬
に

は
、
代
わ
っ
て
「
淀
の
鯉
」
や
「
近
江
鮒
」
な
ど
の
コ
イ
科
魚
類
の
価
値
が
上
昇
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
琵
琶
湖
固
有
種
の
フ
ナ
た
ち
は
、
冬

は
深
い
沖
合
に
生
活
場
所
を
移
す
た
め
、
浅
水
食
用
の
原
初
的
漁
法
で
は
捕
獲
が
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
の
高
い
価
値
を
持
つ
時
期
の
フ
ナ
を
毎

年
安
定
的
に
貢
上
し
え
た
堅
田
の
漁
民
が
、
他
の
琵
琶
湖
岸
の
村
落
よ
り
突
出
し
た
地
位
を
得
て
い
く
こ
と
は
自
然
な
流
れ
で
あ
ろ
う
。
菅
浦

や
粟
津
の
供
御
人
た
ち
の
漁
場
は
担
保
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
堅
田
の
み
が
そ
れ
ら
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
広
域
で
漁
携
活
動
を
行
い

え
た
根
拠
の
一
つ
は
、
彼
ら
自
身
の
持
つ
超
越
し
た
漁
携
技
術
に
求
め
ら
れ
る
。

　
本
稿
で
試
み
た
中
世
の
漁
掛
実
態
に
関
す
る
分
析
手
法
、
す
な
わ
ち
湖
底
地
形
や
魚
類
の
生
態
行
動
と
の
照
合
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
他

の
湖
沼
あ
る
い
は
海
域
に
お
い
て
も
有
効
性
を
持
つ
も
の
と
考
え
る
。
特
に
、
水
深
に
よ
る
漁
法
と
漁
場
の
相
違
は
、
瀬
戸
内
海
の
村
々
で
の

沿
岸
漁
法
と
家
船
漁
民
に
よ
る
延
縄
漁
と
の
関
係
性
に
も
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
他
地
域
の
中
世
漁
業
史
研
究
へ
の
応
用
の
可
能
性
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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①
　
特
に
内
田
律
雄
は
、
考
古
学
的
資
料
お
よ
び
入
日
再
三
大
実
録
㎞
元
慶
元
年
九

　
月
二
七
日
条
の
記
載
を
も
と
に
、
沖
合
延
縄
漁
が
出
雲
国
な
ど
B
本
海
側
の
御
厨

　
で
は
古
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
定
し
て
い
る
。
内
田
律
雄
『
古
代
日
本

　
海
の
漁
携
民
鋤
同
成
社
、
二
〇
〇
九
、
四
二
－
五
七
買
。

②
滋
賀
県
教
育
委
員
会
編
魍
琵
琶
湖
総
合
開
発
地
域
民
俗
文
化
財
特
筆
調
査
報
告

　
沓
五
　
湖
南
の
漁
携
活
動
㎞
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
二
、
二
四
六
頁
。

③
近
代
の
状
況
で
は
あ
る
が
、
今
堅
田
の
釣
猟
師
ら
は
毎
年
宇
治
の
県
祭
に
必
ず

　
参
詣
す
る
な
ど
（
四
章
注
⑬
八
九
頁
）
、
宇
治
方
面
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い

　
た
。
ま
た
ウ
ナ
ギ
の
延
縄
漁
に
用
い
る
餌
と
し
て
、
漁
　
回
あ
た
り
千
匹
以
上
を

　
要
す
る
大
量
の
ヒ
ル
を
、
京
都
盆
地
南
部
の
鴨
廻
・
宇
治
川
沿
い
で
、
低
湿
地
の

　
多
か
っ
た
烏
羽
あ
た
り
へ
購
入
し
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
（
四
章
注
⑬
一
六
七

　
頁
）
。

琵琶湖の自然環境からみた中世堅田の漁携活動（佐野）

門
付
記
】
　
本
研
究
の
実
施
に
あ
た
っ
て
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
菅
浦
区
長
の
島
田
均
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
本
研
究
に
は
、
二
〇
〇
九
～
二

　
　
　
〇
一
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
C
）
「
『
里
海
神
の
景
観
構
造
と
そ
の
維
持
管
理
に
お
け
る
伝
統
的
生
業
活
動
の
役
割
」
課
題
番
号
二

　
　
　
～
五
二
〇
七
九
～
を
一
部
使
用
し
た
。
ま
た
本
稿
の
内
容
は
、
二
〇
一
～
年
一
二
月
の
文
化
史
学
会
大
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
。
な
お
本
稿
の

　
　
　
投
稿
後
に
、
橋
本
道
範
「
年
申
行
事
と
生
業
の
構
造
　
　
琵
琶
湖
の
フ
ナ
属
の
生
態
を
基
軸
と
し
て
　
　
」
（
井
原
今
朝
男
編
『
環
境
の
日
本
史
3

　
　
　
中
世
の
環
境
と
開
発
・
生
業
騙
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
＝
二
年
三
月
、
一
八
九
↓
二
六
頁
）
に
接
し
た
。
フ
ナ
の
月
別
漁
獲
高
（
た
だ
し
デ
ー
タ
は

　
　
　
異
な
る
）
な
ど
本
稿
で
の
分
析
視
角
と
一
致
す
る
視
点
や
、
あ
る
い
は
氏
の
現
段
階
で
の
堅
田
漁
掛
へ
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
論
旨
の

　
　
　
変
更
の
必
要
性
は
な
い
と
判
断
し
、
成
稿
時
の
ま
ま
と
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
ご
参
照
願
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
志
社
大
学
文
学
部
文
化
史
学
科
准
教
授
）

69　（683）



exchange　of　money　for　sai　u　as　part　of　a　transaction．

　　　　　　　　　　　　　Fishing　by　the　Medieval　Katata　Estate，

as　Seen　from　the　Standpoint　of　Lake　Biwa’s　Natural　Environrnent

by

SANO　Shizuyo

　　Katata　estate　in　the　province　of　Omi　is　well　known　as　having　been　a

mikuriya，　a　specially　designated　estate　to　provide　resources，　of　Kamo　Shrine，

but　there　has　been　debate　about　how　to　assess　its　fishing　ln　the　early　medie－

val　period．　ln　previous　scholarship　there　were　some　who　took　the　position

that　saw　it　as　a　community　wkh　special　privileges　to　fish　freely　in　Lake

Biwa，　but　an　opposing　view　held　that　such　prlvileges　had　not　been　estabiish－

ed　in　the　early　medieval　period　and　that　the　Katata　fishermen　constituted

instead　a　rather　weak　group．　GiveR　the　limited　number　of　historlcal　sources，

in　order　to　understand　the　reality　of　fishing　during　the　medieval　period，　we

must　deepen　our　interpretation　of　written　sources　in　light　of　natural　condi－

tioRs．　RegardiRg　the　natural　conditions　of　Lalie　Biwa　in　particular，　there　is

one　aspect　unlike　those　of　any　other　body　of　water　in　Japan：　because　it　is　an

ancient　lake　with　a　history　of　over　4　million　years，　there　are　eRdemic　species

that　evolved　uniquely　there　aRd　that　were　important　objects　of　fishing．　ln

addition，　as　it　has　a　depth　that　reaches　100　meters　as　a　resu｝t　of　it　having

been　created　by　several　geological　faults，　the　various　features　of　the　lake

bottom　became　importaRt　locations　for　endemic　livelihoods．　Having

considered　the　geological　features　of　Lake　Biwa　and　the　ecological　behavior

of　varieties　fish　iRhabiting　the　lake　in　this　fashion，　1　attempt　in　this　paper　to

reproduce　the　technological　stages　of　fishiRg　in　each　age　and　make　clear　the

position　of　Katata　estate　in　terms　of　medieval　fishing．

　　In　this　paper　1　use　the　fishing　disputes　between　medieval　Katata　and　the

estates　of　Otowa　and　Sugaura　as　objects　of　analysis，　and　reproduce　the

fishing　technology　possessed　the　Katata　fishermen　from　the　types　of　fish

caught　and　the　fishing　season．　As　a　result，　1　realized　the　key　to　understand－

ing　the　fishing　at　Katata　in　medieval　times　was　the　fishing　technology　that
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could　operate　in　the　deep－water　fishing　grounds．　Among　the　fishing

technologies　that　were　possessed　exclusively　by　the　fisherrnen　of　Katata

were　gill　nets　（sashi　amz）　designed　for　the　funa　that　were　unique　to　Lal〈e

Biwa　and　｝ongline　fishing　（haenawa　ryO）　used　for　other　fish　such　as　koi　aRd

biwamasu．　Among　these，　lt　can　be　confirmed　that　gill　nets　were　used　from

the　Kamakura　period　onward，　and　1　have　pointed　out　that　longline　fishing

was　employed　in　the　northern　area　of　Biwako　during　the　medieval　period．　ln

other　words，　1　have　made　clear　that　in　contrast　to　ordinary　shoreline　villages

that　on｝y　had　fishing　methods　for　shallow　waters　up　to　15　meters　deep，　it

was　possible　for　the　fishermen　of　1〈atata　alone　to　fish　in　deep　waters．

　　The　fact　that　at　Lake　Biwa　not　only　the　coastal　zone，　but　the　deep－water

offshore　zones　were　ecological　spaces　for　varieties　of　fish　held　great

significance．　lt　has　become　clear　that　the　fishermen　of　Katata　held　a

monopoly　oR　waters　up　to　6e　meters　deep　in　the　vast　off　shore　areas　of　Lal〈e

Biwa　as　their　fishing　grounds　from　the　early　medieval　period　onward

through　the　use　of　the　fishing　technoiogies　of　gill　nets　and　longlines．　ln　these

waters　Katata　faced　no　disputes　with　other　groups　and　could　practice　fishing

exclusively，　which　leads　to　the　conclusion　that　Katata’s　superiority　continued

from　the　early　medieval　period　onward

　　It　can　be　recognized　there　was　a　degree　of　deference　oR　£he　part　of　Katata

to　the　fishing　grounds　of　kugonin，　who　provided　tribute　to　the　court，　such　as

the　estates　of　Sugaura　and　Awazu，　and　there　are　signs　of　their　exclusion

from　waters　nearby　these　estates．　Nevertheless，　because　the　fisking　rnethods

shared　by　the　hugonin　of　Sugaura　and　Awazu　did　not　go　beyond

techRologies　for　shallow－water　fishing，　there　was　no　possibility　of　their

fishiRg　iR　the　extenslve　fishing　grounds　in　the　deep　waters　in　the　offshore

zone　of　Lake　Biwa．　lt　caR　be　hypothesized　that　this　was　due　in　part　to　the

fact　that　Katata　a｝one　coRtinued　to　hold　preeminent　power　in　the　Lake　Biwa

fishing　lndustry　until　the　early－modern　．period．
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